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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　一





「──なにっ？　ゲイツ様が消えただと!?　そんなはずがあるか、よく捜さがせ！」


　部ぶ下かからの知らせを受けるなり、Ｊジヨニー・マクガイアはその端たん正せいだが表情に乏とぼしい顔を露ろ骨こつに曇くもらせた。


　信じがたい報告だった。彼の主人──暗あん黒こく街がいの帝てい王おうと呼ばれた巨人ウィラード・ゲイツは昨年のクリスマス以来、七カ月以上もの間昏こん睡すい状じよう態たいにあるのだ。


　カード型の携けい帯たい電でん話わを黒い三つ揃ぞろいのスーツの内ポケットにしまい、マクガイアは足早にエレベーターに乗り込んだ。天てん井じようまで四メートルもの高さのある専せん用ようの高速エレベーターは、東ひがし方かた流りゆう玄げんの貸かし切りとなっているペントハウスから地下八階まで、重じゆう力りよくの変へん化かを感じさせずにノンストップで直ちよつ行こうする。


　エレベーターが停てい止しし、音もなく扉とびらがスライドすると、目の前には集しゆう積せき回かい路ろの生せい産さん工場を思わせる無む機き質しつな白い廊ろう下かが伸のびていた。マクガイアは精せい密みつ機き械かいにも似た無む駄だなく正確な足取りで廊下を進む。突き当たりの銀色の扉に近付くと天井のセンサーがマクガイアのライフデータを感知し、自動的にロックが外はずれて分ぶ厚あつい扉が観かん音のん開びらきに開いた。


　そこは大がかりな実験室のようなフロアだった。奥の壁かべ際ぎわには金属の台に支えられた大きな円えん筒とう型けいのケースがあり、その基部から伸びる太いケーブルと接せつ続ぞくされた様々な機器が所ところ狭せましと並ならんでいる。それらは病院の集中治ち療りよう室しつを数倍にスケールアップさせた設せつ備びだった。


　数名いる白衣を着たスタッフのうちの一人、三十代の研究者然ぜんとした白人女性がマクガイアを見つけて声を掛かけてきた。


「状じよう況きようを？」


「むろんだ」


「ではこちらへ」


　マクガイアは女性主しゆ任にんに促うながされてケースの前まで進んだ。直径三メートル、高さ五メートルにも及ぶ強化ガラス製の円筒はやや青みを帯びた透とう明めいの液体──人じん工こう羊よう水すいで満たされていた。流玄が『棺かん桶おけ』と呼んだ生せい命めい維い持じ槽そうである。しかしケース内のベッドに拘束されていたはずのゲイツの姿はない。


「消えたというのはいつだ？　担当者が席を外している間に起きたことか？」


「いいえ……我々の目の前です」


　マクガイアは主しゆ任にんのドクター・エミットの顔を凝ぎよう視しした。その知的な美び貌ぼうとは裏うら腹はらに、眠たそうなトロンとした目つきで普ふ段だんから何を考えているのか判はん然ぜんとしない人物だが、表情からは居い直なおっているような様よう子すが見受けられる。マクガイアの反はん応のうをすべて見み越こした上で言っているのだ。


「速そつ効こう性せいの催さい眠みんガスが使われたのかもしれん。あるいはゲイツ様が自力でケースを出た可能性は？」


　エミットは無言でケース内のベッドを指さした。四し肢しを固定していた拘こう束そく用ようのベルトが外された形けい跡せきはない。


「我々は寝ねていたわけではありません。それを証しよう明めいするビデオもあります」


「それを先に言いたまえ。すぐ出せるか？」


「ご覧らんになるんですか？」


「ああ」


「見ても後こう悔かいしませんか？」


「それが私の仕事だ。君も自分の仕事をすればいい」


「……そうですか。では」


　エミットは自分のデスクまで戻もどると、操そう作さパネルを指先でピアノ打ちし、卓たく上じようの液えき晶しようディスプレイに監かん視しカメラの記き録ろく映えい像ぞうを映うつし出した。カメラはケース内のベッドで眠り続けるゲイツを中央に捉とらえている。データを一いつ括かつ表ひよう示じしているウインドウにある時刻表示は今から十二分前を示していた。


「この一〇秒後です」


　マクガイアは瞬まばたきせずに画面を凝ぎよう視しした。


「……五、四、三」


　エミットが棒読み口調でカウントダウンする。


「二……」


　画面にまだ変化はない。


「一」


　ピクッとゲイツの身体に痙けい攣れんが走る。しかしそれ自体は珍めずらしい現象ではない。


「──ゼロ」


　不ふ意いにゲイツが両目を見開き、口からガバッと空気の塊かたまりを吐はき出した。人工羊水が瞬しゆん間かん的てきに沸ふつ騰とうしたようにケース内に無数の泡あわが発はつ生せいする。微び細さいな白い泡の中に溶けていくゲイツの姿を確認しようと、マクガイアは身を乗り出した。


　バチッ！


　円筒ケース全体が青白い閃せん光こうに包つつまれ、画面がホワイトアウトする。一秒足らずの後に画像は復ふつ帰きするが、すでにケース内のゲイツは消失していた。直前まであった泡も完全に消えており、ゲイツの巨体が占しめていた体たい積せきの分だけ人工羊水の水すい位いが下がっている。慌あわてるスタッフたちが右う往おう左さ往おうする姿が見える。


「…………」


　マクガイアは食い入るように画面を見つめ続けていたが、エミットは構かまわずビデオを止めた。


「以上です」


「……これだけか？」


「以上です」


「このビデオは編集されたものでは……」


「編集したものでもＣＧでもありません。事実です」


「何が起おきたのか説せつ明めいできるか？」


「ＳＦ的にですか？　それともオカルト的に？」


「科学的にだ」


　エミットは唇くちびるの端はしを歪ゆがめて苦笑し、両手を白衣のポケットに突っ込んだまま肩をすくめた。


「確実に言えるのは、人工羊水に溶よう解かいしたのではないということだけです。瞬間的に何ど処こかへ移動したとしか……」


「それこそＳＦだ」


　マクガイアはエミットに命じてもう一度ビデオを再生させた。映像をスロー再生してさらにデジタルで拡かく大だいしてみるが、泡のカーテンに邪じや魔まされて消失前後の状態はよく確認できない。


「問題はこのフラッシュか……何の光だと思う？」


「さあ？　なにぶん私は医者ですから」


　エミットはコーヒーを煎れ直しながら無責任に言った。


「重要なのはマジックのタネを解明することではなく、ゲイツ様が今どこにいるのか……そういうことでしょう？　捜さがしに行かれたらいかがです？」


「捜そう索さくならすでに命じてある。そもそも身長三メートルの巨人を、この地ち下か施し設せつからどうすれば気付かれずに外に運び出せるというのだ？　ゲイツ様に意い識しきがあるならともかく、煙けむりのように消え失せるなど……有り得えん！」


　ホワイトアウトした画面を見つめていたマクガイアは、何かに気付いて険けわしく眉まゆ根ねを寄せた。


「人間が消える……だと？　あの時も……まさかな。しかし──」


　数秒の逡しゆん巡じゆんの後、マクガイアは画面から顔を上げてエミットを見た。


「ドクター、私と一緒に来てくれ」


「どちらまで？」


「下だ……私は以前、これと同じ現象を見ているかもしれん」





　　　　☆





　エレベーターのドアが開くと、そこは赤い非ひ常じよう灯とうの灯ともる薄うす暗ぐらい通路だった。主電源が落とされたせいで換かん気きが行き届とどいていないらしく、空気は澱よどんでいる。通路に敷きつめられている絨じゆう毯たんを踏ふむと、かすかな埃ほこりが舞い上がって鼻び孔こうの奥をくすぐった。


　地下十三階──ゲイツが支し配はいする〈地底帝国〉の最下層のフロアである。


　右向きに緩ゆるやかな弧こを描いて曲がる通路を二十メートルほど進むと、木製の巨大な扉が右手に現れた。観音開きの扉の片方が内側に開き、ちょうど人一人が通れるくらいの隙すき間まができている。


「開いている……？」


　マクガイアは目を細めて低く呟くと、扉にぴたりと背中を張り付かせて中の気配を窺うかがった。


「──遅おそかったな」


　扉の向こうから、笑みを含ふくんだ男の声が聞こえてきた。


「まあまあ……そう気き張ばんなさんな。早く入ってきなよ。面白いもんが見られるぜ」


　見み透すかしたような口調にマクガイアはわずかに顔を曇くもらせたが、すぐに無表情に戻ると扉を押し開いて中に入った。


　そこはゲストルームだった。正面の壁一面が防ぼう弾だんガラスになっていて、地下武ぶ闘とう会かいの舞ぶ台たいである大だい闘とう技ぎ場じよう全体を座すわったままで眼がん下かに一いち望ぼうできる位置にある。その防弾ガラスの前に一人の男がこちらに背を向けて悠ゆう然ぜんと立っていた。シルエットを見ただけで正体は明らかだった。着流し姿に下げ駄た履ばきで片手に一いつ升しよう瓶びんを下げている男など、このビルには──いや、おそらく半径百キロ以内には他にいないだろう。


　仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神カム威イの拳ケン〉を極きわめた使い手であり、南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうと草くさ[image: ]なぎ静しず馬まの師し匠しようでもある男。しかし普段は女たらしで大おお酒ざけ呑のみの怪人物──その男の名は東ひがし方かた流りゆう玄げんといった。


「女連れかい？　おっと女医さんか……いいねえ。まあこっちへおいで。一緒にショーを見物しようぜ。ここが特等席だ」


　扉の影から顔を出したエミットが、不ふ審しん極きわまるという表情で中を窺うかがった。流玄が背を向けたままで扉の向こうにいる人間の性別や職しよく業ぎようまで言い当てたことが不思議でならないのだ。マクガイアが流玄に近付いていくのを見てから、自分もゲストルームに足を踏ふみ入れる。


「ミスター・リュウゲン。あなたがこんな場所にいるということは……私の勘かんもそう捨てたものではないということですかな」


「もうちっと冴さえてりゃ三分は早く来たろうがね」


　流玄はマクガイアに横顔を見せて薄うすく笑った。


　角度やタイミングによっては三十代前半とも五十前後とも見える年齢不ふ詳しようの容よう貌ぼうだが、女好きのする、すこぶるつきの美男子である。女が羨うらやむ艶つややかな長い黒髪を首の後ろあたりで紅こう白はくの組くみ紐ひもで結ゆっている。薄桃色の着流しの裾すそからは赤あか襦じゆ袢ばんが覗のぞく。


　流玄はラベルに『美少年』とある一升瓶を傾かたむけ、ブランデーグラスに手て酌じやくでなみなみと日本酒を注ついだ。三メートルほど後ろで立ち止まったマクガイアを叱しかるような口調で、


「そんなとこで突っ立ってんじゃねえよ。さっさと来ねえと始まっちまうぜ」


「始まる……何が？」


　黒い壁に見えていた防弾ガラスの向こうに、不意に目ま映ばゆい稲妻いなずまが走った。二人はその正体を見極めようと急いで窓に駆かけ寄よる。


　断だん続ぞく的てきに瞬く閃光が巨大な空間を青白く照らし出していた。組織の力を誇こ示じするために建設された大闘技場は、昨年のクリスマスに開かい催さいされた地下武闘会の最終戦、ウィラード・ゲイツ対南雲慶一郎の闘いで破壊されたまま修しゆう繕ぜんもされずに閉へい鎖さされ、まるで古代の遺い跡せきを思わせる廃はい墟きよと化かしている。今、その闘技場には無数の稲妻が乱らん舞ぶし、この世のものとは思えない幻げん想そう的てきな光景が現出していた。


　闘技場の中央に立つ孤こ影えいを発見したマクガイアはガラスに顔を近付けた。彫ちよう刻こくを思わせる裸ら身しんにシーツを巻き付けた男──遠目でもあり近くに対照物がないため判はん然ぜんとしないが、身長三メートルに達する巨軀の持ち主である。以前よりもかなり肉が削そげ落ちてはいるが、かつて無む敵てき無む敗はいを誇ほこった巨人ウィラード・ゲイツ本人に間違いなかった。


「見て、稲妻が……稲妻が集まっていく！」


　エミットが正面を指さす。飛び交かう稲妻が空中の一点に集しゆう束そくしたかと思うと、その直後、爆発的な閃光を発した。熱を伴ともなわず、壁をも透とう過かする奇き妙みような光が視界すべてを白く染そめる。強い閃光はすぐに消えると、闘技場の床から十数メートル上の空間に満月を思わせる光球が残り、サーチライトのように巨人の姿を照らし出した。


「あの光は何だ!?　あれは……！」


　マクガイアの声は不覚にも震ふるえていた。宙ちゆうに浮かぶ光球から四つの人影が現れたからだった。身体をすっぽりと包むフード付きの白いマントという秘ひ密みつ結けつ社しやめいた姿の四人は、降こう臨りんした天使のごとくゲイツの頭上を舞う。


　やがて、そのうちの一人が滑なめらかな動きで降下すると、フードを取って素顔をさらした。錆さびた鉄のような褐かつ色しよくの肌はだ色いろ。黒い前髪の間から覗のぞく双そう眸ぼうは猫ねこを思わせる金緑色の輝かがやきを帯びている。顔つきは若わかく、十代の子供にしか見えない。


「やけに色黒の天使だな。さすが冥めい土どの使いだ」


　流玄がグラスを口に運びながら、冗談めかして言う。


　眩まぶしそうに右手を上げて光を遮さえぎっていたゲイツは、その少年と会話を交かわしているようだった。だが完全防音のゲストルームにはまるで聞こえてこない。闘技場のあらゆる場所から映像と音声を拾ひろうことができるマルチＡＶシステムは完備されているが、肝かん心じんの主電源が落ちていては役に立たない。


　マクガイアが闘技場へ降りるべきかどうか迷まよっているうちに変化が起こった。ゲイツが肩を震ふるわせている。激はげしい痙けい攣れんかと思えたが違った。怒りによるものでもない。


「笑っている……ゲイツ様が笑って……!!」


　ゲイツが何かを迎むかえ入れるように両腕を天に向かって差し伸べた。四人の〈黒い天使〉が揃そろって左手を上げる──その直後、ゲイツの足元の床の上に光の線が走り、三重の同心円に複ふく雑ざつな幾き何か学がく模も様ようを組み合わせた奇き妙みような図形が瞬しゆん時じに描えがかれた。紋もん章しようか魔ま法ほう陣じんとしか見えないその図形はホログラムのように立体化し、回転する光の帯となってゲイツの身体を包み込む。


　輝く立体図形がゲイツの身体の表面に巻き付くと、光に触ふれたシーツが蒼そう炎えんをあげて一瞬で燃え上がった。ゲイツの巨体が激しく渦うずを巻く白い火柱の中に消える。


「あそこではいったい何が起きているんだ!?」


「小こ娘むすめみてえにギャアギャア騒さわぐんじゃねえ。黙って見てな……」


　取り乱すマクガイアを落ち着かせると、流玄は袖そでの下から大型の懐かい中ちゆう時ど計けいらしい品しなを取り出した。アンティーク調のデザインだが、三重になっている文字盤や互いにゆっくりと逆回転する長短針、そして一定の角度内を往復している秒針は、時刻以外の別の何かを計測するための機械であることを示しめしていた。流玄はその文字盤から何を読み取ったのか鋭く目を細める。


「いよいよだぜ……復ふつ活かつの刻ときだ！」


　ミシッ。


　壁一面の防弾ガラスが目に見えない圧力を受けて軋きしんだ。続いて地鳴りのような低い響きとともに、ゲストルーム全体がビリビリと振しん動どうし始める。この異状な事態の中でも、流玄はショックで腰こし砕くだけになっているエミットに手を貸かしてやりながら、グラスから酒をこぼさないように口で受けることも忘わすれなかった。


　闘技場ではさらなる異変が起こっていた。


　炎の竜巻が消え、ゲイツが姿を現す。しかし、そこに立っていたのは肉の削そげ落ちた半病人ではなかった。十等身三メートルの巨体は鋼こう線せんを束たばねたような分ぶ厚あつい筋肉で装そう甲こうされ、古き神々の末まつ裔えいのごとき完かん璧ぺきな肉体美が復ふく元げんされていたのである。その肌は燃える鉄の色を帯び、全身から放射される熱気が陽かげ炎ろうとなってたちのぼっていた。


　ゲイツが両の拳を振り上げて全身に力を込めると、肩から背中を覆おおう筋肉の束がうねりながらはち切れんばかりに膨ぼう張ちようし、まるで身体そのものが一回り大きくなったように見えた。


「おお……ゲイツ様の身体が……身体が……！」


　マクガイアがガラスにへばり付いて凝ぎよう視ししながら、うわ言のように呟つぶやいた。その声が聞こえたのだろうか、三人に背を向けていたゲイツは不意に振り返り、開いた左手をゲストルームに向けて突き出した。


「おおっと！　こいつはヤバイな……」


　言うなり、流玄は急いでグラス一杯の酒を口に含む。


　ドォン!!


　突き上げる衝撃に防弾ガラスが粉ふん砕さいされ、ゲストルーム全体が斜ななめに傾かしいだ。


　反対側の壁まで吹き飛ばされたマクガイアは、身体の痛みにわずかに顔を歪ゆがめながら上体を起こした。ゲストルームは巨大な拳こぶしで殴なぐりつけられたようにひしゃげて半はん壊かいしている。何が起きたのか──それを理解するよりも先に奇妙な事実に気付いた。マクガイア自身は無数の破は片へんを浴あびているにもかかわらず、流玄とその背後にいるエミットの周囲の床ゆかは掃はいたようにきれいなままであった。衝撃に襲われたその瞬間、流玄が口に含んだ酒に神しん気きを与えて霧きり状じように吐き出し、その圧力で破片を防ふせいだ──などとは常人には理解はおろか想像すら及およばないことだった。


　ギ、ギィィ……


　無気味な金属の悲鳴が響いた。


　破壊された防弾ガラスをふさいで巨大な影が立っていた。ステンレス製の窓まど枠わくを片手で強ごう引いんにこじ開けながら、ゲストルームに足を踏み入れてくる。マクガイアは主人の名を呼ぼうとしたが声が出なかった。気圧と重力が倍ばい化かしたかのような凄まじい威い圧あつ感かんに金かな縛しばりになっていたのだ。


『案あんずることはないのだ……マクガイアよ』


　部下の蒼そう白はくな顔を見下ろしながら、巨人は地の底から響いてくるような声を発した。


『私は神の存在を信じたことはなかった……だが、それも今日までの話だ。これほどの力を……奇き跡せきを見せつけられてはな』


　マクガイアの目の前にいる巨人はもはやかつてのゲイツではなかった。朧おぼろな燐りん光こうに縁ふち取どられた巨体。その全身の皮膚に青白く浮かび上がる、未開部族のイレズミを思わせる奇妙な文字と紋様。そして薄うす闇やみの中で爛らん々らんと輝く金色の双そう眸ぼう──


『私は〈異い界かいの神〉の使し徒とたる彼らと契けい約やくを結んだ。この身の完全なる復活と引き換かえに！』


　ゲイツは肉体の復調を確かめるように拳に力を込めた。握にぎった拳に不可視のパワーが集まり、それに触ふれた空気中の微び細さいな塵ちりが焦こげてチリチリと音をたてた。


「……い、異界の神とは!?」


「ヒトの神、黒き希望の神……」


　流玄が独ひとり言ごとのように呟いた。


「天地宇宙の理ことわりに逆らう者、聖なるモノに飢うえし者、あるいは闇の救世主……人によって呼び方はいろいろだが……ま、要するに──」


　小首を傾かしげて、天井近くにあるゲイツの顔を斜めに見上げる。


「──〈魔王〉ってやつだ。そうだろ？」


　問いに答える代わりに、ゲイツは逞たくましい歯を剝いて獰どう猛もうに笑って見せる。床に跪ひざまずいたまま動けないマクガイアは、失神寸前の恐怖に身を震わせながら、胸の裡うちに広がるたとえようのない陶とう酔すい感かんを味わっていた。


（ゲイツ様が……我らの主人が戻られたのだ。私が案ずることはなにもない……）


　ゲイツがいかにして蘇よみがえったのか、そんなことはどうでもよかった。マクガイアにとっては巨人ウィラード・ゲイツこそが〈神〉であり、仕えるに値する絶対者であるからだ。


　止まっていた時間が再び動き出し、素晴らしい悪の世界が始まることをマクガイアは予感していた。





　　　　二





「──七なな瀬せさん……起きてらっしゃいます？」




[image: ]


　障しよう子じの向こうから聞こえてきたその声に、久く遠おん七瀬はパチッと目を覚さました。


　見み慣なれた和室の天井が見える。板の木もく目めを眺ながめること数秒。薄い掛かけ布ぶ団とんを蹴飛ばすと、むくりと起き上がり、赤い頭をボリボリと搔かきながら部屋の中を見回す。いつも寝しん室しつとして使っている八畳間である。自分の部屋は別にあるので私し物ぶつなどは置いていない。時計もないので、障子の明るさでおおよその時間を推すい理りする。午前十一時の少し前といったところか。七瀬は障子に映うつる小こ柄がらな人ひと影かげに視線を向けた。


「あの……」


「はーいはい、いま起きるよ」


　七瀬は普段より明るいトーンの声で応こたえる。布団から立って障子戸を開けると、中庭に面した廊下に一人の少女が立っていた。


　まるで日本人形のような──という表現が相応ふさわしい、可か憐れんでおとなしげな少女だった。肩にかかる、くせのない艶つややかな黒髪。前髪は筆で書いたような細い眉の少し上で奇き麗れいに切り揃そろえられている。顔だちは小作りで地味だが、黒目がちの澄すんだ大きな瞳ひとみがかえって印象的に見えた。


　少女は地元の中学の制服である若草色のブレザーを身に着けていた。中学生の女子としては身長こそ平均的だが、身体つきは細すぎて、全体的に歳とし相そう応おうの少女らしい柔やわらかさに欠けている。


「なんだい？　美み月つきちゃん」


「あ、あの……」


　美月と呼ばれたその少女は、目をパチパチさせながら頰ほほをピンク色に染めた。その目が自分の胸元に釘付けになっているのに気付き、七瀬も視線を下げてみる。


　寝ね間ま着きにしている赤あか襦じゆ袢ばんの前が大きく開いて、高校生にしては豊満すぎる胸の谷間が覗のぞいていた。裾すそもはだけて筋肉質の腿ももが丸見えになっている。七瀬は一八〇を越える長身で、グラビアアイドルも真っ青の日本人離れしたプロポーションと、派は手でで野や性せい味みのある美び貌ぼうの持ち主である。同性の少女から見ても少々刺し激げき的てきすぎる姿だった。


「それで用ってのは？」


　七瀬は結び目が他よ所そに行っている帯に手を突っ込んで襦袢の乱れを直すと、寝ね癖ぐせのついた赤い髪をまとめながら尋たずねた。


「幻げん弥やの叔お父じ様さまがいらしてるんです。お兄さまに会いにいらしたそうで……」


　いつも心配事を抱えているような顔の美月が、そう言うとさらに不安げに表情を曇くもらせた。七瀬は一瞬眉まゆをひそめたが、すぐに明るい顔に戻って、


「わかったよ、ここで待ってな。すぐに着替えるからさ」


　十分後、黒いツーピースの上にセーラー風の大きな襟えりの付いた赤いジャケットという少々派手な──本人の感覚では落ち着いた──服ふく装そうに着替えた七瀬は、美月と連れ立って裏うら庭にわを歩いていた。


　三代前の当主が明治の頃に屋敷を改かい築ちくした際さい、裏山の一部を敷しき地ちに加えたため、京きよう極ごく家けの庭は建たて物ものに比くらべてむやみにだだっ広い。さすがに道に迷うということはないが、飼かい猫ねこが野性化しかねない面積である。離れへと続く小路に足を向けると、手入れが行き届いていないせいだろう、雑ぞう木き林ばやしの中に分け入るような雰ふん囲い気きがあった。


　裏門に近い、瓢簞ひようたん形がたの池の近くに差しかかったところで二人は足を止めた。池を跨ぐ苔こけむした石橋の上に、見覚えのある黒いスーツ姿の人物を認めたからである。石橋にしゃがんで緑色の水面を覗き込んでいたその男は、やってきた二人に気付くと立ち上がり、


「──よう、待ちくたびれたぜ。お嬢さん方」


　気安く声をかけ、こけた頰に薄笑いを浮かべる。


　女のような長髪を後ろに流した長身瘦そう軀くの男である。


　歳は三十代前半。端たん麗れいと言っていい容よう姿しだが、骨張った顔に浮かべた皮肉っぽい表情と、感情の読めない爬は虫ちゆう類るいじみた目つきが、この男──京極幻弥に酷こく薄はくな印象を与えていた。


「こんな朝っぱらから何の用だい？　ヘビ男さんよ」


　精せい一いつ杯ぱいの嫌いや味みをこめた七瀬の言葉にも、幻弥は眉ひとつ動かさなかった。ちらりと水面に視線を向け、


「可愛かわいいカエルちゃんを見てたのさ。自然ってのはいいよなあ。心が豊ゆたかになるぜ」


　水面に浮かぶ睡すい蓮れんの葉の上に、鮮あざやかな緑色の体色をしたトノサマガエルが鎮ちん座ざしている。かつては錦にしき鯉ごいが泳いでいた池も、今や藻もの繁はん殖しよくした沼と化していた。周囲には夏草が伸のび放題になっていて、どこまでが池なのかも判然としなくなっている。幻弥の言う通り自然の池に近付いているわけだが、その言い回しは京極家の台所事情を遠回しに揶や揄ゆしたものだった。


「それにしても……」


　幻弥はねちっこい視線で七瀬の身体を上から下まで嘗なめ回すように眺めた。


「ちょっと見ない間にいい身体になりやがったな。東京でスカウトに声掛けられやしなかったか？」


「モデルの？」


「いーや、女子プロのな」


　そう言って幻弥は喉のどの奥で笑った。あと一歩のところで下品になっていない、妙な貫かん禄ろくを感じさせる笑い方だ。


　七瀬はこの叔父が苦手だった。七瀬だけではなく、京極家の人間でこの男を苦手としない者はいないと言ってもよかった。叔父といっても分家からきた入いり婿むこなので血けつ縁えんなどないようなものだが、幻弥は京極の血を遺い伝でん的てきにも性格的にも色いろ濃こく受け継ついでいる。そして現在のところ、京極一族は経済的にこの男の力を頼りにせざるを得ないという不ふ本ほん意いな状況にあった。


〈京極家の影の当とう主しゆ〉──それが京極幻弥という男に相応ふさわしい肩書きだった。


　七瀬は石橋の手前に二人の人物がいることに気付いた。一人は幻弥のボディガードらしい黒ずくめの四十男、もう一人は秘書風のタイトなスーツに身を包んだ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女だった。


「紹介しとこう。こちらの美人はミアン・キュービィ女史だ。俺のケツは蹴飛ばしてもいいが、この方にだけは失礼な真ま似ねはするなよ。なにしろスポンサーだからな」


　幻弥に紹介されたミアンは、精せい巧こうな作り物を思わせる美び貌ぼうに無機質な微笑を浮かべて会え釈しやくした。


「んで、そちらは[image: ]さかき原ばら先生だ。おっかない人だから、あんまり気安く近寄るなよ。命の保ほ障しようはできねえ」


　[image: ]原と呼ばれた男は七瀬たちには興味がないらしく視線を向けようともしない。ポマードできっちりとオールバックにした髪。瘦やせぎすで血色の悪い顔をしているが、全身からは抜き身の刃やいばのような冴さえた冷気が発はつ散さんされていた。ゴーグル型のサングラスをかけ、猫ねこ背ぜ気ぎ味みの姿勢で黒い杖つえをついている姿は、一見すると視覚に障しよう害がいのある人物のようでもある。しかしその杖は武器として見れば十分な太さがあった。


「ところでデカイのが見えないな。まだ学校か？」


「さあ？　あたしは知らないけど」


「あの……急に思い立って東京に行くって、今け朝さ……」


　幻弥の姿を見るなり七瀬の後ろに隠れていた美月が、蚊かの鳴くような声で言った。


「東京のどこだ？　行き違ちがいになったってわけでもないか……そのうち事務所にいっぺん顔出せとは言ってあるんだが」


「あんたのとこへなんて行くわけがないだろ。あいつはバカだけど、あんたに頼たよるほど考え無しじゃない」


「つれない言い草だな。俺はこれでも、図ずう体たいばっかりでオツムの足りない甥おいっ子この将しよう来らいを真ま面じ目めに心配してやってるんだぜ」


「あ……秋あき嵩たかちゃんのこと、そんなふうに言わないで」


　美月の抗こう議ぎに、幻弥は片方の眉を釣つり上げて意外そうな顔をしてみせた。何か皮肉を口に出しかけたが、美月が視線を避さけるように七瀬の背中に隠れてしまったのを見ると、鼻で笑って背を向ける。


「こんなとこで立ち話しててもしょうがねえ。前ぜん途と有ゆう望ぼうな兄貴の顔を拝おがみに行くとしようぜ」





　ほどなくして、七瀬たちは裏庭の一いち遇ぐうにある離はなれ家やにやってきた。板いた葺ぶきの屋根の小さな平屋で、雰囲気としては庵いおりに近い。


　美月が戸を叩たたくが返事はない。いつものことだった。七瀬が鍵かぎの掛かっていない戸を開け、[image: ]原を除のぞく四人は離れ家の鴨かも居いをくぐった。


　離れ家の中はシンプルな造りになっていた。入るとすぐに広い三た和た土きがあり、その奥が十二畳ほどの座敷になっている。普通の家と様相を異にしているのは、上がり框がまと座敷の間が太い木の格こう子しで仕切られていることだった。時代劇でしかお目にかかれないような座ざ敷しき牢ろうである。しかしさらに奇妙なことに、この牢の鍵は内側に付いていた。


「お兄さま……」


　美月は格子の向こう側に声をかけた。薄暗い座敷牢の中央に、白い着物姿の人物が奥の床の間に向かって正座している。肩幅は広いが、身体が大人として出来上がる前の、骨こつ格かくの細さが見て取れる背中である。襟えりに届く長さの髪は色素が抜ぬけ切ったように白い。


「お兄さま？」


　美月が再び呼びかけたが、京極刹せつ羅らは入り口に背を向けたまま、振り向くどころか身じろぎひとつする気配もない。七瀬はため息を吐きながら頭を搔かいた。


「ったく……せっかく怪け我がも治ったってのに、ずっとこんな調子なんだよ。何を考えてるんだか」


「天てん狗ぐの鼻でも折れたんだろ」


　幻弥は上がり框にどっかと腰を下ろすと、細い葉は巻まきをくわえてジッポで火を点けた。紫色の煙とともに濃のう厚こうな葉巻の香かおりが広がる。


「いまどきの高校生がよ、ちょっとケンカに負けたくらいで、座敷牢にこもって瞑めい想そうに耽ふけるなんざ流は行やらねえぜ。まあもっとも……負けるはずのないケンカに負けたんだ。しかもご丁てい寧ねいに三タテ食らっちまったとあっちゃあ、そりゃ落ち込むなって方が無理な話かもなあ」


　幻弥はからかうように肩を震わせてクックと笑った。


「彼がクサナギ・シズマに敗れたのは、その前日の対戦で怪我を負っていたことが原因だと聞いています」


　ミアンの流りゆう暢ちような日本語を聞いた七瀬と美月が、少し驚いた顔でこの美女を見た。よもや会話に参加してくるとは思いもしなかったのだ。


「ストリート・バイパーズのナンバー２とかいうガキだろ。落ち込んでるのはそっちの方か？　〈神威カムイの拳ケン〉の使い手でもなく、予備知識すらない、ただの高校生にしてやられたんだからな……ザマァねえや。申し開きのしようもねえ」


　わざと怒らせようとしているとしか思えない幻弥の口振りだが、刹羅に反応はない。


「今回のことで身に染しみて分かったろ。魔法じみた拳けん法ぽうを何百年も伝承してきた一族なんて言ってみたところで、それだけで勝たせてもらえるほど世の中甘あまくはねえのさ。上には上がいるってことだ」


　それは刹羅に向けられた言葉だったが、当人が黙っているだけに、耳が痛いのはチームメイトとして参加した七瀬の方だった。三人のうちで一番みっともない負け方をしたことを思い出して居心地の悪そうな顔をしていると、幻弥が横目でちらりと見た。


「そういやケツの腫れはもう引いたのかい？」


「う、うるさいんだよ！」


「悪い。お前のケツは元々デカかったんだよな。忘れてたぜ」


　幻弥は口とは裏うら腹はらに悪びれた様子もなくニヤニヤ笑う。しかしすぐに真ま顔がおに戻ると、格子に寄りかかるようにして刹羅に語りかけた。


「刹羅、お前が負けた理由を教えてやろうか。お前は自分の持つ〈凶まがツ風かぜ〉の力を恐れている……その力を使って相手を倒すことが恐ろしかったのさ。だから最後の最後で詰つめが甘くなっちまう。今だって、そうやって落ち込んでる風な態度を装よそおってるが、本当のところは心のどこかでホッとしてるんじゃないのか？　自分が負けたことによ」


　幻弥は唇を尖とがらせて葉巻の煙を座敷牢の中に吐き、


「だが一方じゃ屈くつ辱じよくを感じてもいる……そうだろ？　怪我のハンデがあったとはいえ、京極一族の総領が、どこの馬の骨とも知れねえ山ザルみたいな野郎に〈神威の拳〉の闘いで負けたんだからな。面めん目もく丸まる潰つぶれもいいとこだ……」


　刹羅は沈ちん黙もくを守っていたが、座敷牢の中ではわずかな変化が起きていた。幻弥の吐いた煙が、正座している刹羅を避さけるように流れる。締しめ切られた部屋の中に奇妙な空気の渦うずが生まれていた。


　美月が七瀬の腕をぎゅっと摑つかんだ。異様な気配を察さつして不安な顔になっている。


「京極家の面めん子つなんてなァこの際どうだっていい。だが、男としてやられた分はきっちりとお返ししねえとな。屈くつ辱じよくは倍にして返せ。そのための舞台は俺が用意してやる──」


　幻弥は葉巻の先を格子に押し付けて消した。


「ストリート・バイパーズのイベントを俺がプロデュースすることにした。まだ本決まりじゃないが、限りなく野試合に近いトーナメント方式の武闘会になるはずだ。〈ナイツ・オブ・ゴールド〉にも参加してもらうぞ。当然、シードチームとしてな」


「！」


　初耳だった。あまりに突然で一方的な通告に七瀬は抗議しようとしたが、すんでのところで思い止まった。この男がやると言ったからには、それはもはや決定事項なのだ。


　何かが焦こげる臭においが鼻をついた。格子を摑む幻弥の右手から、かすかな白い煙が上がっている。


「その時までに〈凶ツ風〉を完全に自分のものにしておけ。自主トレもいいがな……忘れるなよ。お前と同じ〈闇やみ神威〉の使い手はこの俺だけだってことをな」


　最後にそう言い置いて、幻弥はミアンとともに離れ家を出ていった。幻弥の手が触れていた木の格子に、指の跡がくっきりと黒く残っていた。


「お兄さま……？」


　座敷牢の中を覗き込んだ美月が息を呑のむ。


　刹羅の肩が小刻みに震えていた。


「フッ……フフッ……ハハハッ……」


　正座したまま、刹羅は堪こらえきれなくなったように笑い声を上げた。


　それが純じゆん粋すいな喜びからなのか、それとも痙けい攣れんにも似た暗い狂気の笑いなのか、七瀬には判断がつかなかった。


　二人の見守る前で、刹羅の哄こう笑しようはいつまでも続いていた。










　第二十九話　ソルバニアの秘密の花







〈七月十日──晴れ〉





　このところ俺おれの周しゆう囲いでは不ふ穏おんな事件が絶たえない。


　異世界に召しよう喚かんされて怪かい獣じゆう退たい治じをやらされたり、謎なぞの外人格闘家が次々と挑ちよう戦せんしてきたりといった程度のことならともかく、数十キロの牛肉を調ちよう理りさせられるわ、年寄りのケンカの代だい理りを押し付けられるわとロクなことがない。加くわえて学校の授じゆ業ぎようも遅おくれがちだ。


　しかし可か及きゆう的てき速すみやかに対たい策さくを講こうじる必要のある問題といえば、ソルバニアから地球に送り付けられてくる厄やつ介かいな廃はい棄き物ぶつ──〈封ふう魔ま獣じゆう〉の件だ。異世界で暴れてる分にはいいが、地球こちら側に出てこられると対処に困る。前回は謎の予告電話で出現場所に先行できたし、その前はソルバニア側からのフォローで事なきを得ているが、次もそうだとは限らない。まずは召喚士のレイハと連絡を密みつにすることだ。場合によってはソルバニアの連中と交こう渉しようすることも考えておかねばならないだろう。


　ともかく、事態はもはや俺一人で対処できるレベルを超えつつある。やはり誰だれかに協力を頼たのむべきかもしれない。とはいえ、誰に白しら羽はの矢を立てるか……って、そんなのは決まってるよな。





　　　　一





「──先生、おかわりっ！」


　威い勢せいのいい声とともに、慶一郎の鼻先に茶ちや碗わんが突き付けられた。


　男物の茶碗である。


　その茶碗を手に、キラキラした目でおかわりを要求しているのは御み剣つるぎ涼りよう子こだった。


　涼子が飛ひ天てん道場の稽けい古この後で夕食を食べていくのは今日にかぎったことではなく、最近ではほとんど恒こう例れいになっている。Ｔシャツにジーンズというラフな格かつ好こうで、まだ生なま乾がわきの髪はいつものポニーテールではなく下ろしていた。


　慶一郎は手元にあるおひつを片手で摑つかんで涼子の側に置いた。一いつ瞬しゆんムッとする涼子だったが、すぐに真ま顔がおに戻っておひつからご飯をよそう。茶碗にてんこ盛りになっているご飯を見て、慶一郎は上かみ座ざにいる飛天流剣けん術じゆつ師し範はん・鬼おに塚づか鉄てつ斎さいに言った。


「師匠、おたくの弟で子しは最近だんだん遠えん慮りよがなくなってきましたよ」


「それでもお前よりは食わん」


　鉄斎はにべもなく答える。この師匠は一人ひとり娘むすめならぬ一人弟子にはなぜか激げき甘あまだった。


「俺はこれでも遠えん慮りよしてるんですがね」


「……それでか？」


　食しよく卓たくを囲む全員の視線が慶一郎の持つドンブリに集まった。普段は山盛り一杯ぐらいで抑おさえているが、〈神威の拳〉を使って闘たたかった後は猛もう烈れつな空くう腹ふく感かんに襲おそわれるため軽く三杯はペロリと平らげてしまう。慶一郎が海外放浪中にレストランで働いていたのは『食いっぱぐれがないから』という単たん純じゆんな理由からであって、料理を覚えたのは言わば余よ技ぎにすぎない。二メートルの巨体と怪獣並の戦闘能力を維い持じするにはそれなりの苦く労ろうがあるのだ。


「僕らとは消しよう費ひカロリーの桁けたが違いますからねえ。メイン動力は原げん子し力りよくでしたっけ？」


　鉄斎の孫まご娘むすめ・美み雪ゆきの家庭教師という関係で同席している神かみ矢や大だい作さくが、フォローなのか冗談なのか判はん然ぜんとしないコメントを寄せた。


「まあ、僕ならせいぜい涼子さんの半分くらいしか食べませんが」


「へえ～、そういうことを言うわけ？」


　シュバッ!!


　豪ごう箸はし（？）一いつ閃せん、大作のおかずの皿からエビのフリッターが消え失せ、涼子の口に瞬間移動した。


「ああっ！　まるでハゲタカのごとく……」


「フッ、失礼な。ハヤブサと言ってもらいたいわね」


「モズだろ」


　慶一郎は冷静にツッコミながら、鉄斎に言った。


「師匠、おたくの弟子はとうとう他人のおかずにまで手を出し始めましたよ」


「担たん任にんのお前の教育が悪いせいだな」


　自分のことは棚たなに上げて無責任なことを言う。自分のフリッターを捕ほ食しよくしている涼子を上うわ目め遣づかいに見ながら、大作がポツリと呟つぶやいた。


「涼子さんの行動パターンって……だんだん静馬さんに似てきましたよね」


「ハッ!!」


　エビの尻しつ尾ぽを口からはみ出させたまま硬こう直ちよくする涼子をよそに、大作は知らん顔で食事を再開する。


「て、訂てい正せいしなさいよ！　今の言葉を訂正しなさいよ、大作君!!」


「え～？　僕が何か言いましたっけ。何のことだかサッパリですよ」


「とぼけるんじゃないわよ！」


「誰かさんと一いつ緒しよですよね～。そうやってすぐ頭に血が上るところが……」


「くっ……」


　涼子がひるんだその時、大作は涼子の皿のカニクリームコロッケに箸を突つき刺さし、悠ゆう々ゆうと奪だつ取しゆした。


「ああーっ！　残しといた虎とらの子このコロッケが……」


「スキあり、ですよ。涼子さん」


　大作はまだ中がアツアツ状態のコロッケを口に運んでほくそ笑む。フリッターとコロッケを交換した形になったが、涼子の悔くやしそうな顔を見れば判定で大作側の優ゆう勢せい勝がちは明めい白はくだった。低レベルの争いの行方を見届けた慶一郎は、鉄斎に言った。


「師匠、おたくの弟子は精神の鍛たん練れんが少々足りないようですよ」


「む……」


　さすがの鉄斎も三つ目の贔屓ひいきの言葉は持たなかった。三匹の仔こ猫ねこの世話をしながら黙もく々もくと食事を続けていた美雪がちょっとだけ微笑ほほえんだのに気付いて、慶一郎は目を細める。


「ところで御剣。食ったらすぐに帰るのか？」


「え？　そのつもりですけど」


「ちょっと相談したいことがあるんだ。後あと片かた付づけが済すむまで……いや、どうせ待つなら皿さら洗あらいでも手伝ってもらおうか」


「そりゃあ……まあ、いいけど」


　不ふ承しよう不ぶ承しよううなずく涼子を見て、大作は意い地じ悪わるそうに言う。


「そういえば涼子さんって、いつも食後は何もせずにまったりしてますよね。幸せそーな顔でうたた寝してたりするし……牛みたいに」


「大作君……」


　涼子はこれ以上ないというくらいの笑顔を見せて言った。


「夜道には気をつけてね」


「……なんだか暑あついなあ」


　大作はあさっての方角に視線を向けて、掌てのひらでパタパタと自分の顔を扇あおいだ。


　額ひたいに浮かぶ汗あせは、もちろん脂あぶら汗あせであった。





　　　　☆





　夕食の片付けを終えた後、慶一郎と涼子は飛天神社の本ほん殿でんの前で待ち合わせた。涼子は髪をポニーテールに結い、デイパックの他に制服と剣道着の入ったスポーツバッグ、それに木ぼく刀とうと竹刀しないの入ってる竹刀袋を持ってきていた。すっかり帰り支じ度たくを整えている。


「それで、相談ってなに？」


　涼子は気安い口調で尋ねた。鉄斎の前では担任教師の顔を立てて敬けい語ごを使っているが、二人きりになるととたんに態度がぞんざいになる。涼子はもともと礼れい儀ぎ正ただしい生徒だが、慶一郎だけは教師扱いしていないところがあるのだ。もっとも慶一郎の方でも自分が教師だという意識が薄いので、二人の間では問題にはなっていない。


　境けい内だいはすっかり暗くなっていた。大作は美雪の部屋で勉強を教えているが、念のため慶一郎は周囲の気配を探り、誰もいないことを確認してから口を開いた。


「相談というのは例の件についてなんだが……」


「例の件？」


「ソルバニアのことだ」


「『そるばにあ』……って？」


「俺がしょっちゅう召しよう喚かんされてる異世界の呼び名だ」


「異世界……!?」


　三度もおうむ返しに聞き返した涼子は、眉み間けんにシワを寄せ、腕組みして考えた。やがて顔を上げてポンと手を打つ。


「はいはい、そーいえばそんな話もあったわね！　すっかり忘れてたわ」


「知りたいと言うから説明してやったんだ。簡かん単たんに忘れるな」


「そんなこと言われたって、異世界なんて見たこともなけりゃ行ったこともないし、信じろって方が無理な話よ。まともに受け取るとバカみたいだから、あたしの中ではサボリ癖ぐせのある教師ってことで片付けてたけど」


「俺はホイホイ召喚されてたんだがな……」


　慶一郎は不本意極まるといった顔つきになる。しかし涼子にとってはリアリティのない話なので、本人はあくまで気楽だった。


「その話を信じるにしても、先生が向こうの都合で呼び出されて怪かい獣じゆうと闘ってるってだけで、結局こっちの世界には関係ないんでしょ？　せいぜい授業が進まないってだけで」


「それがそうでもなくなってきたんだ」


「……どういうことよ？」


「ソルバニアから地球へ怪獣が送り込まれてくるようになったからな」


　慶一郎は最近の異世界事じ情じようをかいつまんで説明した。ソルバニアの都市サーガイアの四神官が〈魔ま素そ〉を封じた〈封魔柱〉なるカプセルを地球に送り込む計画を進めていること。その〈封魔柱〉は強い霊れい気きを持つ生物と融ゆう合ごうして怪獣に変化するということ。そして魔獣を倒すには〈神威カムイの拳ケン〉のような霊的なパワーが必要だということ──


「な……なによそれ？　人の大勢いるところへなんか現れたらパニックになるわよ？　警けい察さつや機き動どう隊たいどころか、自じ衛えい隊たいが出動するわよ!?」


「そうなるだろうな」


「怪獣か……でも、ちょっと見てみたい気もするわね」


「それなら前に一度見てるだろ？　見るどころか闘ってるし」


「え？」


　涼子は怪け訝げんそうな表情になった。その反応を見た慶一郎は、自分がある事実を失しつ念ねんしていたことに気付いた。


「いや……そうか、お前は見てないんだったな。現実には闘ってもいないわけか……ええい、ややこしいな」


　慶一郎が忘れていた事実とは、四葉中学での研けん修しゆうの最終日に起きた事件のことである。


　外人格闘家と出しゆつ張ちようＫファイトで闘った直後、最初の〈封魔柱〉が次元の壁を突破して出現し、慶一郎に倒された格闘家の身体に憑ひよう依いして魔獣に変身させた。その場に居合わせた涼子と静馬の助じよ力りよくを得て、慶一郎はこの魔獣を倒している。しかしレイハの魔法により、〈封魔柱〉が出現してから魔獣を倒すまでの数分間の事じ象しようがリセットされたため、その闘いそのものが歴史上存在しないことになっていた。ところが慶一郎自身はその闘いの記憶を後になって思い出したので、その件に関する記憶を二に重じゆうに持っているのだ。


「ともかくだ……〈封魔柱〉がこちらに送り込まれてくる時は、前後にレイハからの連絡が入る。〈魔素〉が開放される前に処理できない時は、間違いなく怪獣と闘うことになるだろう。運よく俺が近くにいればいいが、そうでない時は──」


「ちょっと待ってよ。まさかとは思うけど……」


「そのまさかさ。お前にも怪獣退治に協力してもらう。相談したいことってのはそれだ」


「なっ……冗談じゃないわよ！」


「俺だって冗談で言ってるわけじゃない」


　慶一郎は真面目くさった顔で言い、涼子の胸元に人差し指を突きつける。


「怪獣相手となると、草[image: ]の〈炎の虎〉よりもお前の木刀の方が頼たよりになりそうだ。それに、こんなことを頼めるのはお前しかいない」


「あのね先生……いきなりそんなこと言われて、ハイそーですかって納なつ得とくすると思う？　だいたい異世界の話だって、あたしはまだ信じたわけじゃないんですからね。誇こ大だい妄もう想そうじゃないっていう確かくたる証しよう拠こを見せてよ、証拠を！」


「証拠か……」


　慶一郎は返へん答とうに詰まった。異世界の存在を証明する物的証拠など、そう都合よくあるものではない。Ｔシャツの下に隠してある青い石のペンダントを取り出してみる。


「これが地球上の物質じゃないってことを証明するのは大変そうだな……」


「高校の設備じゃ、まず無理ね。大学にでも持ち込む？」


「次元を跳ちよう躍やくするほどの凄すごいエネルギーがあるという話だ。下へ手たにいじって壊されても困る」


「じゃあダメね。他ほかに何かないの？　異世界から持ち帰った物とか」


「そう言われてもなあ。あっちの世界には何も……」


　その時、慶一郎の脳裏にふと閃ひらめくものがあった。


「いや……一つだけあった。確か、あそこにまだあったはずだ！」


「あっ！　ちょっと！　ねえ、どこへ行くのよ？」


　急に踵きびすを返して歩き出す慶一郎の後を、涼子は慌あわてて追いかけた。





　　　　二





　翌日──


　大だい門もん高校。昼休みの図書館。


「涼子ちゃん。植しよく物ぶつ図ず鑑かん、これで全部だけど……」


　結ゆう城きひとみが、両手で抱えるようにして持ってきた分ぶ厚あつい図鑑を机の上に置いた。


「うむ、大たい儀ぎであった」


　涼子は大おお仰ぎような口調で言うと、目の前に積つみ上げられた図鑑から一冊を取り、おもむろに目次のページを開いた。ひとみが向かいの席に座り、机に頰ほお杖づえをついて覗のぞき込みながら不思議そうに尋ねる。


「急に植物図鑑を見たいだなんて、何を調べるの？」


「……秘密は守れる？」


　顔を上げた涼子が神しん妙みような顔つきをしているのを見て、ひとみは眼鏡めがねの奥の目をパチパチさせた。


「誰にも口外しないと誓える？」


「え？……ええ、誓うけど……そんなに重大なことってなに？」


「この花の正体を調べるのよ」


　涼子は数枚の写真を取り出すと、辺あたりを見回し、人目をはばかるようにしてひとみに見せた。そこに写っていたのは、百ゆ合りに似た白い花を付けている植物だった。花の部分をアップで写した物もあるが、どれも同一の被ひ写しや体たいである。


「この花がどうかしたの？」


「それが図鑑に載のってるかどうかを調べるの」


「どうしてそれが秘密なの？」


「その花が地球の植物なら、この学校にはとんでもない妄もう想そう狂きようがいることになるわ。逆にもしもどの図鑑にも載っていないとしたら……」


「どうなるの？」


「その時は──地球がピンチかもしれない」


「？？？」


　意味が分からずキョトンとしているひとみの手から写真を取り返すと、涼子は真剣な面持ちで図鑑のカラー写真と照合を始めた。


　写真に写っている花は、慶一郎が美雪の誕たん生じよう日びプレゼントにとソルバニアから持ち帰った（と主張している）植物であった。現在は美雪の手により鬼塚家の裏庭に植えられているが、枯かれる様子もなくしっかり根付いている。慶一郎自身は異世界での闘たたかいに疲れて半なかば朦もう朧ろうとした状態で持ち帰ったので、名前を聞いた覚えもなく、涼子に訊きかれるまで存在すら忘れていたという。この写真は昨夜大作のデジタルカメラで撮影し、ついさっき学校のパソコンでプリントアウトした物である。


「涼子ちゃん、私も手伝うわ。一人じゃ昼休み中に終わりそうにないもの」


「……悪いわね」


「構わないわよ。だって地球のピンチなんでしょ？」


　そう言って、ひとみはにっこり笑った。





　　　　☆





　その頃ころ──


「ようこそ、イェネンの鬼き神しんよ」


　巫み女こを思わせる紅白の衣い装しように身を包んだ、どこか人形じみた白子アルピノの美少女──ソルバニアの鬼神召喚士レイハは、毎度おなじみの無表情で慶一郎を迎えた。場所もいつもの石の神殿である。


「それでは参まいりましょう」


　歩き出そうとするレイハに、慶一郎は待ったをかけた。


「レイハ。急ぐところすまないが、ちょっと俺に時間をくれ」


「なにか？」


「こいつを受け取ってもらいたい」


　慶一郎は銀色の携帯電話をレイハに差し出した。自分が使っている物とは別に、新たに契約した電話である。女性向けのデザインで慶一郎のごつい手には小さすぎるが、レイハにはちょうどいいサイズだった。


「これは何でしょう？」


「携帯電話という物だ。電でん波ぱを使って遠く離れた相手と話ができる。前に一度、地球からの電話が通じたことがあったろ？　次元の穴が開いていると電波が届くのかも知れない。実験してみないと分からないんだが、もしそれで俺と話ができるのなら色々と便利だろうと思ってね」


　試しに自分の携帯の液晶表示を見ると、受信状況を示すアンテナのバーが一本だけ立っている。不安定に点てん滅めつしてはいるものの通話は不可能ではない。


「俺の番号は記憶させてあるからボタン一つでつながる。使い方は──」


　慶一郎が説明するより先に、レイハは勝手に携帯のボタンをピッピッと押した。


「……なるほど」


　そう言うなり、レイハの細い指が目にも止まらぬ速さで動き、すべてのボタンを次々と押し始める。呆あつ気けに取られている慶一郎をよそにボタンを押しまくると、やがて満足したのか電源を切った。数秒触さわっただけで、すでに熟じゆく練れん者しやの手つきになっている。


「これは戴いただいておきます。ですが、少し使いにくいです」


「それが一番操作しやすそうな機種だったんだが……」


「改良しましょう」


「え？」


　レイハは銀色の携帯を石の床に置いた。衣装の袖そでの中に手を突っ込み、ゴソゴソと手て探さぐりしていたかと思うと、いきなり身長ほどもある巨大な黄金のハンマーを取り出した。


「な……なんでそんなのがニョキッと出てくる？　四次元とつながってるのか!?」


　マジック・ハンマーそのものは以前にも見たことがあるが、取り出すところを見るのは初めてだった。あんぐりと口を開けている慶一郎を無視して、レイハはハンマーを携帯に向けて振り下ろした。


　バキッ。


　乾かわいた音が神殿に響く。やけに地味でリアルな音だった。


　ハンマーが持ち上げられると、そこには見み事ごとにペシャンコに潰つぶされた携帯があった。


（そうか……液晶って、液が入ってるから液晶なんだな……）


　割れた液晶画面を呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、慶一郎はそんなことを思った。


　ドゴォン！


　レイハが再度ハンマーを振るった。叩たたき付けられたハンマーと床ゆかの間から、黄金色の火花が波は紋もん状じように飛び散って、魔法陣のような紋もん様ようを一瞬だけ浮かび上がらせる。


　次にハンマーが持ち上がった時、その下の携帯電話はもはや原形を留とどめていなかった。だが粉こな々ごなに粉ふん砕さいされたわけではない。ブーメラン状に曲がった銀色の板に変化していたのである。その表面には液晶もボタンも存在しなかった。


　レイハはその物体を拾い上げて自分の右手首に近付けた。すると銀色の板はクルッと手首に巻き付いて、ブレスレットに変化した。


「それ……使う時はどうするんだ？」


「こうです」


　レイハは右手首を自分の耳に近付けた。今度はブレスレットが元の形に戻って、レイハの右耳から頭にかけてピタリとくっつく。ちょうど片耳のヘッドホンとマイクが一体になった形状である。耳の外側に触れると、右目の前にホログラフ風に情報が映し出された。表示そのものは元の液晶画面とまったく同じ代しろ物ものである。


「確かにそれは改良だな……だいぶＳＦチックだが」


　あらためて〈魔法〉なるもののデタラメなパワーを目まの当りにして、慶一郎は脳が痺しびれる思いだった。
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「それだけの超科学的な力があるのに、なんで俺なんかの助けが要るんだ？」


「では行きましょう、ケイ」


　問答無用とはレイハのために用意されたような言葉だった。慶一郎はあきらめてレイハの後についていき、神殿内に常設された転移用の魔法円に入った。


「それで、敵はどんな怪物だ？」


「今回は魔ま獣じゆう退たい治じではありません。神官たちの計画の進行状況を探りに行きますから、レイハを守ってください」


「なぬっ!?」


　そんな話は聞いていない──と抗議する間もなく、慶一郎の視界は青い闇やみに包まれた。





　　　　☆





　さらにその同時刻。


　大門高校の正門前に、一人の男が立っていた。


　身長二メートルに達する大男である。逞たくましい上半身には迷めい彩さいのＴシャツをピッチリと着込み、電柱のような足に穿はいたペインターパンツを太い革かわのサスペンダー一本で袈け裟さ懸がけに吊つっている。足元はソールの分厚いワークブーツで固めていた。


　異様に肩かた幅はばが広く、腕うでは太くて長い。股また下したが長く、腰の位置が高いせいで余よ計けいに腕の長さが目立った。丸まる太たを組み合わせたような大おお雑ざつ把ぱなプロポーションで、およそ柔じゆう軟なんさや繊せん細さいさとは無縁に見える。


　顔は彫ほりが深く、鼻や顎あごなど個々のパーツが大きいため日本人離れした印象を与えていた。短く刈かり込んだ髪をドイツ国こつ旗きの三色で奇妙な模様に染めている。身体こそ大きいが顔つきはまだ若く、高校生のそれだった。


「ここが草[image: ]の高校か……や～っと着いたぜ」


　男は歯を剝むき出してニイッと笑うと、校門の上に手をかけ、巨体に似合わぬ身軽さで一気に乗り越える。敷地内に着地した直後、たまたま玄関から出てきた女生徒のグループがそれを目撃して立ち止まった。女生徒たちは男の顔をまじまじと見つめていたが、男が近付いて声を掛けようとすると、一いつ斉せいに回れ右して校舎の中に逃げていった。


「……なんだよ」


　男は口を尖とがらせて子供っぽい不満顔になった。だが他校の生徒と出会った時の反応としては無理もないと判断し、男は玄げん関かんから堂どう々どうと校舎に入っていく。誰かに見とがめられることを考えていない無む造ぞう作さな足取りだ。


　折おりしも昼休みである。廊下には昼食を済ませてブラブラしている生徒たちが大勢いたが、反応はほぼ同じだった。誰もがこの闖ちん入にゆう者しやの姿を見るなり、慌てて廊下の角や物陰に避難する。そのくせ教師に報告したり、はっきり敵意を示すようなことがなかった。そこにあるのはただ好奇心に満ちた視線だけなのである。


　背中に痛いほどの視線を感じて振り向くと、最初に出会った女子のグループが、なぜかクスクス笑いながらこちらを見ている。女生徒たちは互いに示し合わせてタイミングを取り、口に手を添そえて呼んだ。


「せーの……ウ～リ坊～ッ!!」


「なァァァッ!!」


　男は驚きよう愕がくのあまりアングリと口を開ける。


『ウリ坊』──それは頭のドイツ国旗カラーの模様がイノシシの子供にそっくりなところから草[image: ]静馬によって命めい名めいされた、不ふ動どう秋あき嵩たかの（不ふ名めい誉よな）ニックネームであった。


　それまで沈ちん黙もくを守っていた生徒たちの間からドッと歓かん声せいが起こった。


「いよっ、ウリ坊～！」


「すげえ頭だな～、本当にウリ坊だぜ！」


「いや～ん、意外と可愛かわいい～ッ!!」


「やっぱり草[image: ]に挑戦しにきたのかァ!?」


　大勢の生徒たちに口々に気安く呼び掛けられ、秋嵩はオロオロと周囲を見回す。自分の知っている顔は一つもない。しかし自分を知らない顔もまた一つもなかった。


「お、お、お……お前らァ！　なんで俺のことを知っている!?」


　その質問を待っていたように一人の生徒が秋嵩の前に歩み出て、一枚のコピーを手渡した。見ると、それは七月一日付けの校内新聞で、トップの見出しには『週末の大激闘！　草[image: ]静馬ＶＳ新チーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉!!』とある。紙面には先月二十八日に池袋中央公園で開かれた、バイパーズ・レイヴでの闘いの一いち部ぶ始し終じゆうが写真入りで記事になっていた。写真には秋嵩もバッチリ写っている。


「な……なんじゃこりゃあ!?　しかも、よりによって校内新聞って？」


　そこへようやく一人の教師が現れた。ひょろ長い身体つきをしたジージャン姿の男性教きよう諭ゆ・小こ関せき遼りよう二じである。


「おお～、モノホンのウリ坊じゃねえか。へえ～、面白え頭してんなァ」


　小関は生徒以上にフレンドリーな口調で話しかけ、物珍しそうに秋嵩の身体を眺ながめた。


「な……なんだ、あんたは？」


「バーカ、『大門高校のブルース・スプリングスティーン』と言やあ俺のことよ」


　わけの分からない自じ己こ紹しよう介かいをする。小関はモンキー・パンチの漫画から出てきたような、ハリガネのように手足の長っ細い、スレンダーなボディの持ち主である。岩の塊かたまりのごとき秋嵩から見れば、吹けば飛ぶような相手だった。


「俺は草[image: ]を探してるんだ。あんたに用はないぜ」


「あいつに再挑戦しにきたってとこか？　あ～ムリムリ、お前にゃ勝てねえ」


「……なんだと!?」


　秋嵩はグッと顔を近付けて凄すごんで見せたが、小関は小馬鹿にした顔で、


「お前な……三対一でやられたってのに、一人でやって勝てるわけねえだろ？　バカでも分かるぜ。外側だけじゃなくて中身もウリ坊並か？」


「ウリ坊、ウリ坊って気安く言うなァァ！」


　秋嵩はジージャンの襟えり首くびを摑つかもうと右手を伸ばした。


　パンッ。


　小関は伸びてくる手を左手で外側に弾はじきながら、手首を摑み、肩越しに引き込むと同時に秋嵩の懐ふところに滑すべり込んだ。ペインターパンツの股またを摑んで、秋嵩の巨体を背中に担ぎ上げる。秋嵩の視界がグルリと一回転した。


「──なっ!?」


　ビターンッ！


　巨体が宙できれいな弧こを描えがき、固かたい廊下の床ゆかにしたたかに叩たたき付けられた。


　柔道家である小関の得意技わざ『袖そで釣つり込こみ腰ごし』が見み事ごとに決まったのだ。恐ろしく素す早ばやい体さばきと、重心を自じ在ざいにコントロールする卓たく越えつしたセンスがなければ、これだけ体格差のある相手をここまで完かん璧ぺきには投げられない。


「レスラーのくせに腰が高えぜ」


「……クソッ！」


　秋嵩はヘッドスプリングで起き上がり、今度は本気で小関に挑いどみかかった。小関は摑みかかってくる手の下を簡単にかいくぐると、秋嵩のサスペンダーを摑んで背負い投げを決める。


「さすがイノシシ。突とつ進しんだけは得意だな」


「ぬかせェェ!!」


　秋嵩は吠ほえて三度襲いかかった。ジージャンの奥おく襟えりをガッキと摑み、小関の身体を力任まかせに放り投げようとする。しかし、小関の細い身体は床に根が生えたようにビクともしなかった。


「こっ……このォォォッ！」


　それは異様な光景だった。身長では秋嵩よりも頭一つ分低く、体重ではおそらく半分もないと思われる小関を持ち上げることができないのである。


「んん～、青いねえ。青い青い」


　決けつ死しの形ぎよう相そうの秋嵩に対して、小関は余よ裕ゆうたっぷりの澄すました笑みを浮かべる。意地になった秋嵩が勢いをつけて引っ張ると、ジージャンが小関の上半身からすっぽ抜けた。自由になった小関は素早く秋嵩の背後に回り込み、ペインターパンツの尻しりポケットに指を引っかけ、踵かかとの後ろを踏んづける。


「おっ！……えっ？……うおおおっ!!」


　秋嵩は奇き声せいを発しながらバランスを保たもとうと手をバタバタさせていたが、やがて耐たえきれなくなって仰あお向むけにすっ転んだ。無ぶ様ざまに尻しり餅もちをついたまま、秋嵩は信じられないという面持ちで小関を見る。小関は必要最小限のポイントを押さえるだけで秋嵩の重心を崩してみせたのだ。その技の鮮あざやかさは魔法じみていた。


「なっ……なんでこうなる!?」


「当然の結果だろ。この俺を誰だと思ってる？」


　小関は親指を立てて、得とく意い気げに自分を指さした。


「俺は草[image: ]静馬に十連勝した男！　三タテ食らったチームの一人が、同じ相手に一人で十連勝した奴に勝てるはずがあるまい!!」


　見守る生徒たちの間から『オオ～ッ』と歓声が上がる。


「ウ……ウソォォ────ッ!!」


　秋嵩は悲ひ鳴めいのように叫んだ。





　　　　三





　レイハとともに転送円で移動した先は、慶一郎が初めて見る部屋だった。


　ドーム状の低い天井。凸とつレンズ状にゆるやかに湾わん曲きよくしているフロアには白線で直径三〇メートルほどの円が描かれており、その内側にはちょうど星座のように直線でつながった十二の白い円があった。一つ一つの円の大きさは一メートルほどで、そこだけ表面が平らになっているところを見ると人間が立つ場所らしい。全体的に薄暗く、天井や床の材質は青みがかった透明なアクリルの質感がある。ソルバニア神官たちの会議場、というのが慶一郎の第一印象だった。


「誰もいないな……」


　慶一郎の呟つぶやきを無視して、レイハはフロアの中央にある十三個めの白い円の前まで歩いていった。その円だけが他の物より二回りほど大きく、特別な何かに見える。


「ケイ、一いつ緒しよにきてください」


　断る理由もないのでレイハに続いて円に足を踏み入れる。レイハが例によって早回しのテープのような呪じゆ文もんを唱えると、周囲に３Ｄモニターパネルが現れ、二人の立っている円が白く輝き始めた。


「いったい何が起きるのか、聞いてもいいか？」


「神官たちが次元の〈門〉をどこに開いたのか調べます」


　嫌いやな予感がした。


「まさかとは思うが、実際に行ってみるなんてことは……」


　言わないよな──と言うひまもなく、慶一郎の足元の床が消失する。


（縛しばり首にされるみたいで嫌なんだよな。この感じ……）


　召喚される時と同じ、暗黒の深しん淵えんを果てしなく落ちていく感覚の中、慶一郎はそんなことを考えていた。いつもと違うのは腕の中にレイハがいることである。抱いている身体の感かん触しよくはまさに少女そのもので頼りないが、自分の理解を超こえる力を持つ存在だと思うと奇妙な安心感がある。


　虚こ空くうの闇やみが不意に途と切ぎれ、身体が地球の重力に捕とらえられる感覚があった。足元に地面が戻ってくるのに備そなえて踏ん張る。


「……むっ!?」


　視界が戻ってきた瞬間、慶一郎は軽くうめいた。地面がはるか下にあったからである。


　ドォンッ！


　十メートル近い高さを落下し、着地の衝撃に耐える。降り立った地面は固いキャンバスだった。


「ここは……？」


　そこは薄暗く、空気の澱よどんだ広い空間だった。半ば廃はい墟きよと化した巨大なホール──記憶の隅すみに引っかかる何かが、寒さむ気けとなって背中に走った。


　どこかでスイッチの入る音がして、四方から強烈な光が二人に浴びせられた。


「早いな……まだ早すぎるぜ」


「誰だ!?」


　スポットライトの逆光の中に立つ人影。そのシルエットは明らかに和服のそれである。


「久しいなァ。慶一郎」


　光の中から歩み出たのは、着流し姿に下駄履きという純和風のいでたちの人物だった。女のように髪を伸ばした年ねん齢れい不ふ詳しようの美青年──


「ひ、東方……流玄!?　あんたがなんで……まさか、ここは!?」


　慶一郎は改めて周囲を見回した。無む惨ざんに破壊されてはいるが、そこは慶一郎がウィラード・ゲイツと対戦した地下の大闘技場に違いなかった。


「そうだ。ここが運命の分ぶん岐き点てん──お前とあの男の因いん縁ねんの始まりの場所。ここでお前は、もう一度あの男と闘うことになる……だがな、そいつはもう少し未来の話さ。今はまだその時じゃねえ」


「あんたが何を言ってるのか俺には分からん。昔も、そして今もな……」


　慶一郎は流玄から一瞬も目を離さず、レイハに自分から離れているように手で合あい図ずした。


「ゲイツの側にいるのは何のためだ？」


「こういう場合、悪あく党とう側がわについた方が楽しめるのさ。見物するにしてもこっちは特等席だ。美女をはべらせながら旨うまい酒が飲める特とく典てんがついてる」


「やっぱり酒と女目め当あてか……あんたらしいな」


　苦笑したいところだが、とてもそんな気分ではなかった。仙術気功闘法〈神威の拳〉の伝でん承しよう者しやにして自分の師であるこの男は、気を許ゆるすにはあまりに謎の多すぎる人物だった。〈仙人〉と呼ぶに相応ふさわしい超人的な能力の持ち主であり、その思考や価値観もまた、およそ善や悪というものを超えたところにある。


「ここに来るのが早すぎる、とか言ったな……どういう意味だ？」


「額がく面めん通どおりに受け取りな。何にだってちょうどいい頃ころ合あいってもんがあるのさ。今ここで闘ったとしても、どっちかが勝つってだけのことだ。面白くはねえ」




[image: ]


「面白いかどうかは問題じゃないだろう」


「ところがそれが問題なのさ。なにしろ、この闘いには見物人がいるからな」


　慶一郎は流玄の台詞せりふを奇妙だと感じたが、それを考える余裕はなかった。流玄の身体から凄まじい〈神気〉のパワーが膨ふくれ上がったからである。


「というわけで、お前にはとっととお帰り願おうか」


　流玄の一本立てた人差し指の先に神気が集中していく。慶一郎も両手を腰だめに構え、両の掌の間に龍りゆう気きを集しゆう束そくさせた。流玄はちらりとレイハの方を見た。


「お嬢じようちゃん。おたくの神官たちは、この地で因縁を結んで〈神かみ降おろし〉をやろうとしている。あんたも巫女なら、その意味も、これから何をすべきかも分かるだろう」


「はい」


　意外にもレイハは素す直なおに答えた。


「いい子だ」


　流玄は頷うなずくと、開いている左手で懐ふところから大型の懐中時計のような品物を取り出した。文字盤を確認して、再び慶一郎に目を戻す。


「そろそろ限界だな」


「何の限界だ？　何を見てる？」


「こいつはイロメーターという、〈侵しん蝕しよく率りつ〉を測はかる計器さ。〈幻げん想そう〉による〈現げん実じつ〉の侵蝕率をな……」


　流玄が人差し指を慶一郎に向けた。レーザーポインターのように神気の光が慶一郎の胸元に当たっている。


「お帰りはあちらだ」


　ドギュゥゥン！


　流玄の指先から神気の奔ほん流りゆうがビームのごとく放はなたれた。慶一郎は龍気を集中した掌で防ごうとするが、洪こう水ずいのような圧力に身体ごと突き上げられ、再び空中に開いた〈門〉へと押し戻された。





　　　　☆





『──二年Ｂ組の草[image: ]静馬君、二年Ｂ組の草[image: ]静馬君。ウ……ウリ坊が来ています。至し急きゆう一階廊下までお越しください……ププッ。繰り返します……』


　アナウンサーが半笑いという前ぜん代だい未み聞もんの校内放送から数分後、大作をともなって静馬がようやく現場に姿を現した。生徒たちが待ち兼かねたように声をそろえる。


「遅おそいぞ～、何やってんだ草[image: ]ィ～！」


「やかましわ！　暑いから保健室で寝ねとったんじゃい」


　そう吠ほえながら辺あたりを見回し、秋嵩の姿を発見すると、側そばにしゃがみこんで声をかける。


「よう、何やっとんねん？」


「く、草[image: ]……」


　静馬の姿を見た秋嵩は必死にもがいたが、起き上がることができなかった。小関に横よこ四し方ほう固がためで完かん璧ぺきに押さえ込まれていたからである。


「一本！　それまでっ」


　時間を計はかっていた生徒が押さえ込み一本を宣せん言げんする。二十八連敗という大だい偉い業ぎよう達たつ成せいの瞬間であった。


「ふう……まあ、今日のところはこれぐらいで勘かん弁べんしといてやる」


　押さえ込みを解といた小関は、ジージャンを肩に引っかけて悠々と去っていった。スタミナを消しよう耗もうしきって汗あせだく状態の秋嵩は、ぐったりと床に横たわったまま荒い息を吐はいている。


「それで？　何しにきたんや？」


「いや……また、今度な……」


　意い気き揚よう々ようと乗り込んできたにもかかわらず、静馬に会う前にいつの間にやら敗者になっていた秋嵩は、フラフラとおぼつかない足取りで帰っていった。


「どうなっとんねん!?」


「静馬さんが来る前に、何かが始まって終わっちゃったみたいですね……」


　昼休み終了のチャイムの鳴る中、二人はぽつねんと廊下に立ち尽くしていた。





　　　　☆





　その日の夕ゆう刻こく──


　鬼塚家の裏庭。美雪が手て桶おけと柄ひ杓しやくで花か壇だんに水をやっている様子を縁えん側がわで眺めながら、涼子はやってきた慶一郎に言った。


「図書館で調べてて分かったんだけどさ……地球産だと証明するのは簡かん単たんでも、その逆を証明するのはすご～く大変なのよね。結局あの花、図鑑の中にはなかったけど、新種じゃないとは言い切れないわ。あれじゃ証拠にはなんないわね」


「最終的に信用するかどうかはお前次し第だいさ」


　慶一郎はそう言うと、疲つかれた顔で溜ため息を吐ついた。


「俺も花の名前ぐらいは聞こうと思ってたんだが……いろいろとショッキングなことがあって聞きそびれちまった。次の機会にでも聞いておくよ。それに──」


　ソルバニアの花の世話をしている美雪を見ながら、


「美雪ちゃんが気に入ってくれてるんだ。とりあえずは、それでいい」










　第三十話　難なん儀ぎなやつら、海へ［前篇］







〈七月二十九日──快晴〉





　ようやく期末試験が終わり、大門高校も夏休みに入った。


　休み中でも教師には勤きん務むがあるので生徒と同じというわけではないが、クラブの顧こ問もんではないので暇ひまは暇だ。


　以前の七夕たなばたの焼肉パーティの折おりに、校医の菱ひし沼ぬま奈な々な子こから別べつ荘そうに遊びに来ないかと誘さそわれていたので、今回その言葉に甘あまえてお邪じや魔まさせてもらうことにした。とはいえ招しよう待たいされた相手があの校長の姪めいだし、一いつ緒しよについてくる顔ぶれもいつもの通りなので、果はたして無事にバカンスとして成立するのかどうか不安なところだ。


　そしてこういった場合、俺おれの不安が的てき中ちゆうする確かく率りつはかなり高いのである。





　　　　一





「う～みぃぃ～～～ッ！」


　真夏の陽ひ射ざしが照てりつける砂浜。熱い砂を裸足はだしで踏ふみしめ仁に王おう立だちになった静しず馬まが、輝かがやく波間に向かって絶ぜつ叫きようした。


「太たい平へい洋ようがァ～～、好きじゃ～～～～ッ!!」


　直後、飛来したビーチボールが後頭部を直撃し、静馬は砂浜に突つっ伏ぷした。一いつ瞬しゆん、死んだように動きを止めたが、すぐに熱さに耐たえきれずにゴロゴロと転げ回る。


「ったく、恥はずかしいわね！　ここはあんたのプライベートビーチじゃないのよっ」


　上体を起こして声の主の方に顔を向けた静馬は、文句を言おうとして口を半開きにしたまま硬こう直ちよくした。目の前に水着姿の涼りよう子こが立っていたからである。


　涼子が身に着けているのはセパレートの水着だった。鮮あざやかなレモンイエローとブラックのツートンカラー。胸むねにファスナーがついているスポーツブランドの競きよう泳えい用ようだが、一七五センチの長身のうえ無む駄だなぜい肉のない鍛きたえられた身体にはぴったりだった。


　静馬の隣となりに立っていた大だい作さくが、膝ひざから崩くずれ落ちるように土ど下げ座ざする。


「りょ、涼子さん……ブラボーです！　最高です!!　僕にはこの感動を表現する言葉が思い浮うかびません。ああっ……いっそ、このまま時間が止まってくれたら!!」


「何を大げさな」


　呆あきれ顔で言うと、それまで止まっていた静馬がいきなり立ち上がった。


「まっ……負けるかァァッ！」


　言うなりＴシャツとジーンズを脱ぬぎ捨て、黒いビキニパンツ一丁になってボティビルダーよろしくポージングを決める。


「見よ、この完かん璧ぺきなる肉体美！　腹ふつ筋きんでは負けへんぞ!!」


　下したっ腹ぱらに力を入れて筋肉を強調する。静馬の赤しやく銅どう色いろの肉体はまさに野や性せい児じのそれだったが、競きそう種しゆ目もくを間ま違ちがえているとしか見えなかった。


「すごいものね～、涼子ちゃんの腹筋」


　背はい後ごから伸びてきた手が涼子の下か腹ふく部ぶをサワサワとまさぐった。涼子は驚いてピョンと飛び跳はねる。


「こっ……こら、ひとみ！」


　涼子が拳こぶしを振り上げると、ひとみは悪戯いたずらっぼく笑って手を引っ込めた。ひとみはオレンジのビキニに、花はな柄がらのワンポイントの入ったパレオを腰に巻いている。涼子が泳ぐ気満々なのに対して、こちらはもっぱら肌はだを焼やくのが目的の水着だった。


「おおっ、このツーショットは！」


　大作はこの日のために用意してきた一眼レフを取り出した。ベストショットを撮ろうと構えたところへ、豹ひよう柄がらの物体がフレームに飛び込んでくる。


「ナギー！　アタシのも見て見て～!!」


　静馬に向かってＶサインを突き出したのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女子中学生・姫ひめ川かわ沙さ羅らである。


　沙羅の水着はホルターネックのセパレートで、上下とも派は手でな豹柄だった。金髪＆小麦色の肌とあいまって、野性児二号といった印いん象しようである。


　沙羅の水着姿を、静馬と大作はしげしげと観察した。


「お前……確かハーフやろ？」


「うん、そーだよ」


「そのわりにはゼンッゼン胸ないなァ。まるで少年のよ……」


　ドゴスッ！


　涼子がビーチマットで静馬を殴なぐり倒した。


「そういうことを言わない！」


「い、いや……オレはむしろロリータな魅み力りよくがあると……」


「思っても口に出さない!!」


　バゴスッ！


　再ふたたび殴り倒された静馬は顔面から砂に突っ込み、熱さに転げ回る。沙羅は自分がライバル視している涼子に助け船（？）を出されたことに複ふく雑ざつな表情を浮うかべた。


「あ～らあら、相あいも変わらず仲なかが良いわね～」


　間ま延のびした能のう天てん気きな声とともに現れたのは菱沼奈々子だった。ハイビスカスの花柄を大だい胆たんにあしらった白いワンピースの水着姿だが、静馬と大作の視線は、一緒にやってきた美み雪ゆきの方に吸すい寄よせられていた。こちらはシンプルなライトブルーのワンピースだが、華きや奢しやな身体の微び妙みような線が色の加か減げんではっきりと分かる。本人もそれを自覚しているのか少し恥はずかしそうにモジモジしていた。


「可か憐れんだ……」


　静馬と大作の口から同じ言葉がもれる。それを聞くなり、沙羅は発ほつ作さ的てきに涼子の手からビーチマットを奪うばって二人をメッタ打ちにした。


「なんで暴あばれる!?」


「シャラーップ！」


　遠目には和わ気きあいあいとはしゃいでいるように見える一行に最後に追いついてきたのは、ビーチパラソルやタオル、日焼け止めクリームの入ったバッグなど、その他もろもろの海かい水すい浴よくの必ひつ須すアイテムを一手に運んでいる慶けい一いち郎ろうだった。


（メンツの中に荷に物もつ運はこびを手て伝つだう奴やつがいないのは最初から分かっていたことだが……これはいったい誰だれのバカンスなんだ？　俺のじゃないことは確かだが……）


　陰いん気きに自じ問もんしながら砂浜までやってくると、沙羅に責せめられていた静馬が待ってましたとばかりに食ってかかった。


「オラ、南な雲ぐもォ！　なんやその格かつ好こうは!?」


　言われて、慶一郎は自分の姿を確認した。グレーのＴシャツにアーミーパンツといういつものスタイルである。


「なんだと言われても、普通だが」


「アホか、その格好のまま泳ぐ気か!?　脱ぬげ！」


「しかし俺が脱ぐと……」


「とりあえず脱げ!!」


「……まあ待て」


　慶一郎は適てき当とうな場所まで荷物を運んでから、おもむろにＴシャツを脱いだ。その下から現れたのは、鍛え抜ぬかれた鋼はがねのような筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした上半身である。筋肉大好き女の奈々子が黄色い声を上げるが、他の六人の反応は少し微妙だった。筋肉以上に注目すべき要素があったからである。


「あの……先生、すいません」


　近寄ってきた大作が怪け訝げんそうな顔で尋たずねる。


「こ、この傷は何ですか？」


　大作が指さしたのは、慶一郎の身体に刻まれた大小無数の傷の中でも特に大きな、平行に走る三本の傷だった。


「まるでグリズリーの爪つめにでも引っ搔かかれたような感じなんですが」


「ん？　ああ、それはタイの刑務所から脱だつ獄ごくする時に、ちょっとな……」


「脱獄って!?」


「香港ホンコンを脱出した後タイに行ったんだが、悪あく徳とく警官と麻ま薬やく組そ織しきの罠わなにかかってブツの運び屋に仕立て上げられてな……冤えん罪ざいで死し刑けい判はん決けつを食くらって刑務所にブチ込まれたんだ。でまあ、同じように捕つかまってた連中と協力して、塀へいの下の地面を掘ほって脱出したんだ。ところがその穴が俺の身体にはちょっと小さくて、突き出た鉄てつ骨こつが食い込んじまってな。なかなか血が止まらなくて大変だったなあ……」


　遠い目をして淡たん々たんと語る慶一郎に対し、他の全員はすっかり引いてしまっていた。





　　　　二





　慶一郎たちがやってきたのは、神か奈な川がわ県けんは真まな鶴づるにある唯ゆい一いつの海水浴場である。


　岩大橋をのぞむ幅はば二〇〇メートルほどの砂浜には家族連れの客がほとんどだが、大きな祭りが昨日終わったばかりで、人出はあまり多くないという話だった。時じ期き的てきに江えの島しまや茅ちヶが崎さきの海岸が常じよう時じイモ洗い状態なのを考えるとガラガラと言ってもいい。


　何か特とく殊しゆな職業の人と間違われかねない、という理由から再びＴシャツを着せられた慶一郎は、砂浜の適てき当とうに空あいている場所を選んでマットを敷しき、ビーチパラソルを立てた。


「ほら、美雪ちゃん」


　美雪の頭に赤いリボンの付いた麦わら帽子をポンとかぶせる。


「陽射しが強いから気を付けないとな。日焼け止めも使った方がいい」


「じゃあ、私が塗ぬってあげるね」


　すでに肌焼きモードに入っているひとみが、バッグからクリームを取り出した。その隣でマットに寝そべっている奈々子が、足をバタバタさせながら甘えた声を出す。


「センセ～、サンオイル塗ぬってェ～」


「……ご自分でどうぞ」


　困こまった顔でそう言うと、慶一郎はサングラスをかけて浜辺を見渡した。


　文句のつけようもない真夏の空を映うつす青い海。沖おきには白い釣つり船ぶねが見える。真鶴には漁ぎよ港こうがあり、市場では相模さがみ湾わんで獲とれる新しん鮮せんな魚が毎日水みず揚あげされている。実のところ、慶一郎が真鶴行きを決めたのは主に海の幸さちが目当てだった。


「そう言えば他の連中はどこへ行ったんだ？　目を離したスキに消えたが」


「ダッシュで海に飛び込んで行ったわよ～。ほら、大作君はあそこ～」


　見ると、波打ち際にカメラを構えた大作がいる。涼子たちがいる場所はカメラの向きを見れば明らかだった。砂浜から五〇メートルほど沖に小さな島があるが、そこまで競泳でもしているのだろう。


「初日から元気な連中だな。いきなり飛ばすとバテるぞ～……」


　静馬と涼子のペースに無理して付き合っていた沙羅が疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体で戻ってきたのは、それからおよそ一時間半後のことだった。





　　　　☆





　海から上がった途と端たんに身体がズシリと重くなった。急に浮ふ力りよくがなくなるため、水の中では感じなかった筋肉の疲つかれが一気に押し寄せてくる。


　涼子はシュノーケル付きの水中眼鏡を軽くすすいでから陸に上がった。防ぼう水すい装そう備びのカメラ数台を首からぶら下げた大作が出で迎むかえる。


「お帰りなさい、涼子さん。静馬さんは？」


「さあね……どっかでサメにでも食われてるんでしょ」


　投げやりにそう言うと、涼子は砂の上にペタンと座り込み、空を見上げながら喘あえいだ。


（む～っ……ちょっと張り切りすぎたわ……）


　休きゆう憩けいも抜きでいったい何キロぐらい泳いだのか覚えていない。静馬が一いつ緒しよだと意い地じの張はり合いから勝負になってしまい、つい体力の限界も考えずに泳いでしまったのだ。もっとも今回ばかりは闘とう争そう心しんだけではなく、自分を見る静馬の目の色がいつもと違うような気がしたので、さすがに身の危険を感じて必死になったという部分もあった。


「ふあぁ～、眠い……」


「ここでダウンしちゃダメですよ。寝るなら先生のところまで戻もどって──」


　その時、波打ち際に若い女の声が上がった。何を騒いでいるのかと思っていると、高校生らしい女の子数人が、何かに追い立てられるようにしてこちらに走ってくる。


「ああーっ！　御剣せんぱ～い!!」


「へ？」


　少女たちは口々に涼子の名を呼び、飛びつくような勢いきおいで駆かけ寄よってきた。


「お願いします、助けてくださ～い！」


「な……なに!?　何なの？」


　突然の事態に呆ぼう然ぜんとしていると、続いてやってきた怪あやしげなスイマーの一団が涼子たちを取り囲んだ。白い水すい泳えい帽ぼうにスモークの水中眼鏡、鼻に水が入らないようにするクリップ、そしてブルーのビキニパンツというお揃そろいの格好をした七人の男たちである。ライフセーバーにしては色も白くてやや貧ひん相そうな筋すじ張ばった身体つきだった。


「何なのよ、この連中は!?」


「さっきからしつこく付きまとってくるんです～」


　謎のスイマー軍団はバレエのような不ぶ気き味みなダンスを披ひ露ろうしながら、輪を描いてクルクルと回った。


『──さあ！』


『さあ、さあ！』


『今こ宵よい、我らとマウス・ツー・マウス!!』


　クリップのせいでちょっと宇宙人っぽい鼻はな声ごえで合がつ唱しようする。悪夢にでも出てきそうな光こう景けいだった。大作がハッと顔を強こわ張ばらせる。


「こ、この人たちは……確かストリート・バイパーズの一チームですよ！　元男子シンクロナイズドスイミング部のメンバーで、あまりにも女の子にモテないがため、その悲しみから水泳の暗あん黒こく面めんに囚とらわれたスイマーだという噂うわさですが」


「あ、暗黒面って……」


「海で溺おぼれた美少女を人工呼吸で救すくい、しかるべき後のちに恋こいに落ちる……というのが彼らの究きゆう極きよくの目的だと聞いています。危険ですよ！」


　言うが早いか、スイマー軍団が一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。スイマーたちは何な故ぜかさっきまで追っていた少女たちには手を出さず、申もうし合あわせたように涼子を捕つかまえにかかる。泳いできたはかりで力の出ない涼子はたちどころに取り押さえられ、七人がかりで御み輿こしのごとく高々と持ち上げられた。


「こっ……こら！　放はなしなさいよ!!」


　涼子の抵てい抗こうを無む視しして、スイマー軍団はそのまま海に直行した。腰の深さのところまで進むと、せーので涼子を海に投げ込む。涼子は水面に出て空気を吸おうとしたが、頭を押さえられて水中に押し戻された。


（こいつら、あたしを本気で溺おぼれさすつもりじゃ……）


　肺に残った少ない空気が水圧でカボッと口から漏もれた。もともと軽い酸さん欠けつ状態にあった涼子の意識は急速に遠のいていく。死の恐怖を感じる暇さえなかった。
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　──ドンッ！


　水中に衝撃が走ったかと思うと、その直後、腕を摑つかまれて強く引っ張られた。


「おいっ！　息をせんかい、息を!!」


　ペシペシと頰ほほを叩たたかれた涼子は、本能的に自分の周囲に空気があることを知り、激しく咳き込んで水を吐はいた。新鮮な空気を吸い込むと、まだ少し朦もう朧ろうとしながらも意識が戻ってくる。自分の身体を支ささえているのが静馬だと気付いた涼子は、静馬の首に両腕を回して抱だきついた。感激したからというわけではなく、身体を預あずけたのは楽に呼吸を調えるための自然な行動だった。





　静馬は自分たちを包囲している変態スイマー軍団をにらみつけた。


「フン……妙なとこで会うもんやなあ。え～っと……〈フナムシ特とつ攻こう隊たい〉！」


「誰がフナムシか！　我々は〈フライング・シーマンズ〉だ!!」


　リーダーらしいスイマーの一人が拳こぶしを震ふるわせながら叫さけんだ。しかし静馬の実力を知っているらしく、すぐに襲ってはこない。


「草[image: ]静馬……何の因いん果がか知らないが、ここで出会ったのも何かの縁えん！　池いけ袋ぶくろの借かりを真鶴で返すというのも悪くはない」


「ほ～う、オレに勝てるつもりか？」


「その言葉、そっくり貴様に返してくれるわ！　クククッ……ここでは貴様は我々には勝てん。絶対に勝てん理わ由けがあるのだっ!!」


　そう高らかに宣言すると、リーダーは他ほかのメンバーに合あい図ずした。


「行くぞ、こっちだ！」


　号令とともに〈Ｆ・シーマンズ〉は一いつ斉せいに泳ぎ始めた。まるでトビウオのごとく──沖に向かって。


「フハハハッ！　ここまで追ってくるがいい。貴様を海の藻も屑くずにしてくれようぞ!!」


　得とく意いそうな声が波の音にまぎれて遠くから聞こえてくる。要するに水中なら勝てると言いたいらしい。しかし静馬はその場から一歩も動かず、逞たくましい胸を上下させて独どく特とくの呼吸を繰り返していた。仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神威カムイの拳けん〉の呼吸──体内に生まれた灼しやく熱ねつの神しん気き〈炎ほのおの虎とら〉を右手に集める。


「沈しずめ、このボケがァァッ!!」


　静馬は右の拳を海面に叩き付けた。


　拳から放たれた神気の塊かたまりが波頭を切り裂いて沖へと走っていく。やがて、遠くで巨大な水柱が上がった。


「フン……アホが」


　静馬は鼻で嗤わらって背を向ける。


　水中で炸さく裂れつした神気の衝撃波を食らったスイマー軍団は、全員失神して水死体のごとく波間をたゆたっていた。





　　　　☆





「う～……ひどい目に遭あったわ」


　ビーチパラソルの下、冷たいスポーツドリンクを一気飲みしてようやく人心地のついた涼子は、こめかみを指で押さえながらうめくように言った。美雪とひとみが左右から団扇うちわで風を送っている。その様子はまるで闘い疲れたボクサーのようだ。校医である奈々子の診しん断だんでは、肉にく体たい疲ひ労ろうと脱だつ水すい症しよう状じようと軽い酸さん欠けつが重なっているので、水分及びミネラルの補ほ給きゆうと十分な休息が必要ということだった。スイマー軍団に襲われるまでもなく倒れる寸前だったとも言える。


「迷めい惑わくかけちゃったみたいだね、涼子。怪け我がはない？」


　ハスキーな声に顔を上げると、ボーイッシュなショートヘアの女の子が立っていた。大門高校演劇部の部長・後ご藤とう史し織おりである。昨年の学園祭で、涼子が演劇部の助すけっ人ととして女剣客の役を演じた時以来の知り合いだった。


　史織は一七〇センチの長身で、涼子に負けず劣おとらず颯さつ爽そうとしてクールな印象の女生徒である。ややキツい印象のある猫ねこっぽい容よう貌ぼうの持ち主で、外見通り言いたいことは歯に衣きぬ着きせずズケズケと言うタイプだが、面めん倒どう見みがよくさっぱりした性格なので後輩に慕したわれている。もちろん、涼子にとっても尊そん敬けいできる大好きな先輩の一人だった。やはり海水浴に来ていたらしく、黒いワンピースの上にイエローのパーカーを羽は織おっている。


「身体は大だい丈じよう夫ぶですけど……それより史織先輩、どうしてここにいるんですか？」


「うちの部の合宿でね、ここには毎年来てるのさ。この近くに、大門高校の生徒が安やすく利用できる旅りよ館かんがあるんだ。今の時期、この海岸でうちの生徒に出会う確率ってけっこう高いんじゃないかな」


　史織は先ほど涼子に助けを求めてきた女の子たちを紹介した。全員が演劇部の一年生部員で、涼子のファンだという。責任を感じて恐きよう縮しゆくしている彼女たちに、涼子は気にしないでと笑って見せた。


「それにしても、よくこれだけの人の中から、あたしを見付けられたわねー」


「涼子は目立つからね……華はながあるんだよ、あんたって。それに、あんたの周まわりには個性的な連中が揃そろってることだし」


　史織は腰に手を当てて遠くに視線を向けた。大門高校一の舞台女優は立っているだけでもポーズが決まっている。男役がほとんどなのでなおさらだった。


「おっ、戻って来たよ。我が校が世界に誇ほこる二大ヒーローが」


　史織の言葉に振り向くと、静馬と大作、それと慶一郎の三人が買い出しから戻ってくるところだった。正確には買い出しに行ったのは慶一郎で、他の二人は自分の欲しい物を買いに行っただけである。


「とりあえずもう一本飲んどけ。まずは水分補給だ」


　慶一郎がキンキンに冷えたスポーツドリンクの缶かんを涼子に手渡す。


「よーやっと復活したか。まだまだ鍛え方が足らんなァ」


　静馬は勝ち誇ったように言うと、マットにどっかと座り、コーラのペットボトル片手に、海の家で買ってきたタコヤキとヤキソバとお好み焼きを食べ始めた。


「さんざん泳いだ直後によく食べられるわね……」


「運動して腹が減ったらすぐに食う！　そして寝る！　これが基本や」


　女子の目も気にせずガツガツと食べる静馬を前に、もはや言うべき言葉もないといった顔の涼子に、史織がそっと耳打ちする。


「さっきの抱ほう擁ようシーン、なかなか絵になってたよ。グッときちゃった」


「……実際、そんなロマンチックなもんじゃなかったですよ。あれは」


　静馬と抱き合っていたというよりは、海水をしこたま飲んで苦しかったのでしがみついていた、というのが正解である。遠目には劇的なシーンに見えたかも知れないが、現実には鼻水やら何やらで不ぶ細さい工くな状態になっていたのだ。


「涼子、あんたは自分がカッコイイから、並の人間の感覚がよく分かってないんだよ。そういうのを贅ぜい沢たくって言うんだろうね」


「はあ……」


　涼子は腑ふに落ちない顔をしたが、史織は意味深な笑みを浮かべただけで、それ以上説明を付け加えることはしなかった。


「じゃあね、涼子。あと二日はこっちにいるから、時間があったらうちの宿にも顔出してよ。みんなで花火でもしよ」


「あ、はい。必ず……」


　戻っていく史織たちを見送りながら、涼子は彼女の言った言葉の意味を考えていた。無心にヤキソバを頰ほお張ばっている静馬を横目でちらりと見る。


（並の人間の感覚って……なに？）


　少なくとも涼子の感覚では、それほど知能の高い動物には見えないのだが。





　　　　三





　その日の午後──


　涼子はひとみと一いつ緒しよに真まな鶴づる岬みさきの展てん望ぼう台だいにやってきた。男三人と女子中学生二人は、数十分で岬の付近を周しゆう航こうする遊覧船に乗っている。昼間の事件で体力を消しよう耗もうしている涼子は、さすがに船に乗る気分にはなれず、別行動を取ったのだ。


「え～、海に向かって流れ出た溶よう岩がんが固まってできたこの真鶴岬は～、上から見ると翼つばさを広げた鶴みたいな形をしているところからこの名が付いたのね～。この岬には樹じゆ齢れい三五〇年から四〇〇年の松や楠くすのきや椎しいなんかの巨木がい～っぱい生えてる原生林があって～、県立自然公園になってるのよ～」


　みずから引いん率そつを買って出た奈々子は、観光用のパンフレットを丸暗記したとしか思えない棒ぼう読よみ口調でガイドをつとめていた。原げん生せい林りんの中の遊歩道を抜ぬけて展望台に立つと、壮そう観かんな眺ながめが眼下に広がる。


「ねえ見て、水平線が丸いわ」


　ひとみが海の彼方を指さして言った。空気が澄すんでいるので、ゆるやかな曲線を描く水平線が見える。すぐ先にある岬の突とつ端たんに、巨大な三つの岩が並んでいた。


「あそこに見える三つの岩が、真鶴岬の名勝『三ツ石』──別名を笠かさ島しまとも言うのよ～」


「三ツ石は分かりますけど、どうして笠島って言うんですか？」


「ん～と……なんか笠みたいだから～」


　見たまんまである。涼子は猛もう烈れつに突っ込みたい衝しよう動どうをグッとこらえた。奈々子はそれにも気付かぬ顔で、下くだりの階段を指さした。


「さ～て、ここから降りるわよ～。引き潮しおの間は三ツ石まで歩いて渡れるんだから～。ただし渡ってから満ち潮になると戻もどってこれないけどね～」


　涼子とひとみは、にわかに不安な顔になった。奈々子の後についていくと悪い結果になりそうな予感がしたのだ。涼子は展望台にあるベンチに腰掛けた。


「あたし、ここでちょっと一休みしてくわ。ひとみ、あんたはまだ元気なんだから、奈々子先生と一緒に行ってくれば？」


「うん……じゃあ、上から見ててね。もし万が一戻ってこれなくなったら……その時は涼子ちゃん、助けにきてくれる？」


「あ～、行く行く。だから心配せずに行っといで」


　それでもまだ不安そうな顔のひとみだったが、どんどん先へ進んでいく奈々子を追って階段を降りていった。一人になった涼子は大きく伸びをすると、近くにある自じ販はん機きからスポーツドリンクを買った。塩水を飲んだせいか、やたらと喉のどが乾かわいて仕し方かたがないのだ。


　リングプルに指をかけたその時、涼子は若い男の声を背中に聞いた。


「──御剣ッ!?」


　振り向いた涼子が見たのは、自分よりも一〇センチほど背の低い、同い年くらいの少年だった。全体的なサイズこそ小さいが筋肉質でがっちりした体格。短めに刈かった髪。頰に少しソバカスが残っているものの、力強くまっすぐな目をした男らしい風ふう貌ぼうの持ち主である。質しつ実じつ剛ごう健けんという言葉が似合いそうだ。服装はごく普通のＴシャツにジーンズ、それに革かわのジャケットを肩に引っかけている。


　涼子はしばらく声が出なかった。よく知っているが、こんな場所で出会うにはあまりに意外な人物だったからである。信じられずにポカンとしていると、相手の方が先に口を開いた。


「奇き遇ぐうだなァ。何でまた、お前がこんなところにいるんだ？」


「そっ……それはこっちの台詞せりふですよ、獅し子し倉くら先せん輩ぱい！」


　涼子はどもりながら言うと、その少年──獅子倉達たつ哉やの姿をまじまじと見つめた。


　達哉は涼子の所属する大門高校剣道部の前主将である。本来ならば現主将と呼ばれるはずの男なのだが、三年生に進級する時に家の引っ越しで転校したため、その座を譲ゆずることになってしまったのだ。


「先輩の引っ越し先って、この近所じゃなかったですよね？　確か大阪の……」


「今住んでるのは江坂ってとこだ。ハガキを送ったろ」


「じゃあ、どうしてここに？」


「電車で来たんだ」


「来た理由を聞いてるんです」


「それは……まあ、いろいろあってな。御剣の方こそどうなんだ？　剣道部の合宿じゃないんだろ？」


「菱沼先生の別荘に招待されてるんです。さっき見ませんでした？」


「それは気付かなかったな。俺は今来たところだから」


「そうですか……」


　涼子は辺あたりを見回したが、達哉の連れらしい人物の姿は見当たらない。


「先輩、一人なんですか？」


「ああ。それよか御剣……時間はあるか？　暇ひまだったらちょっと話をしよう」


「いいですよ」


　なにか奇妙な気分だったが、涼子は途と惑まどいを顔には出さずに快かい諾だくした。ベンチに座ると、スポーツドリンクの缶を開けて、中なか味みの三分の一ほどを喉を鳴ならして飲む。喉の渇かわきの意味がさっきとはまるで違ったものになっていた。


　涼子にとって獅子倉達哉という人物は、部活の先輩というだけでなく、それ以上に特別な存在だった。〈サムライガール〉涼子の最初の理解者であり、憧あこがれでもあったのだ。


　涼子が達哉と部活以外でも親しく話をする間あいだ柄がらになったのは、時代劇マニアという共通の趣しゆ味みがきっかけだったが、何より達哉の持つ信しん念ねんや考え方に感かん銘めいを受けたからである。以前の涼子は自分の身長に対するコンプレックスが非常に強く、『デカくてガサツで可愛かわいくない女』と思われることを過か剰じようなまでに恐れていた。いっそ一八〇以上あれば開き直れるのに……と考えていたほどである。そんな頃、親しくなった達哉に思い切って相談したところ、こんな言葉が返ってきた。


　──「可愛い女がダメなら、カッコイイ女になればいい」


　今思えば豪ごう快かいなアドバイスだが、当時の涼子にとってはまさに天てん啓けいであった。目からウロコがごっそりと落ちた気分で、その夜は興こう奮ふんしてなかなか寝ねつけなかったほどだ。


　そしてまた、その言葉が獅子倉達哉という男の口から出たという事実が重じゆう要ようだった。


　達哉は身長一六五センチの小男である。顔の作りもどちらかと言えば可愛い方で、女子には好かれても男子からは侮あなどられがちなタイプだ。剣道部の男子部員の中でも一番小こ柄がらでありながら主将に抜ばつ擢てきされたのは、剣道の腕もさることながら、その度ど胸きようの良さと冷れい静せいさ、堂々とした男らしい性格が頼たよりにされたからだった。


　外がい見けんは優ゆう柔じゆうだがその内側に決して折れない鉄心を持った真剣──それが涼子から見た獅子倉達哉という人間だった。そんな達哉の言葉だからこそ涼子は感かん銘めいを受け、自分もそうありたいと願うようになったのである。


　達哉とこうして四カ月振りに会ってみると、涼子はひどく落ち着かない気分になっていた。達哉に対する気持ちは恋愛感情とは別ものだったが、かつて心の支えになっていた人物との再会は、かつての自分に再会することと同じく緊きん張ちようするものだ。


　達哉はベンチには座らず、側に立って海を眺ながめながら言葉を探している様子である。緊張に耐たえられずに、沈ちん黙もくを破ったのは涼子の方だった。


「それにしても……今日は意外な場所で意外な人と出会う日ですね。お昼に砂浜に行った時、偶ぐう然ぜんにも後藤先輩に会ったんですよ。演劇部の合宿だって──」


「史織に会ったのか？」


　達哉は不ふ意いをつかれたような、複雑な驚きの表情を浮かべた。その顔を見た瞬間、涼子の頭の中でピカッと電でん灯とうが閃ひらめいた。


「そういえば……獅子倉先輩と史織さんって、幼おさな馴な染じみだとか言ってませんでした？」


「あ、ああ、そうだけど……」


　妙に歯切れの悪い返事。涼子は拳こぶしに顎あごの先を乗せてしばしの黙もつ考こうの後、顔を上げてポンッと手を叩たたいた。


「分かりましたよ！　獅子倉先輩……さては史織さんと逢い引きですね!?」


「むっ……」


　達哉は一瞬、鼻はな白じろんだが、すぐにバツの悪そうな顔で答える。


「当たっているような、そうでないような……半分正解ってところかな」


「違うんですか？　獅子倉先輩と史織さんって、その……こっ、こっ、こっ、こっ……」


「ニワトリ？」


「違います！　恋人なんじゃないかなって思ったんです。だって……」


「待て。まあ待て」


　達哉は涼子にストップをかけると、少し考えてから言った。


「分かった。ちゃんと話そう……俺と史織は確かに付き合ってる。だが恋人かと聞かれると微妙なところなんだ」


「どういうことですか？」


「俺と史織の付き合いは十年以上にもなるんだが、子供の頃から史織の方が身体が大きかったから、俺はずっと子分みたいな扱あつかいを受けてきたんだ。正直、男とは見られてなかったよ。まあ、それでも俺は昔から史織に惚ほれてたんだけどな……って、何を言わせんだよ」


「自分で言ってるくせに」


　こんなキャラだったかな……と思いながらも突っ込むと、達哉は頰を赤らめながらコホンと咳せき払ばらいをする。


「剣道を始めてからは一応は男として扱ってくれるようになってたんだが、やっぱり幼馴染み以上の関係じゃなかった。でも俺の転校が決まったのを機に、思い切って告白したんだ。付き合ってくれってな」


「それで？」


「そこでフラレてたら、こんなところにはいないだろ」


「なるほど……でも、なんで逢い引きで半分正解なんですか？　正式に恋人になったんでしょ？」


「それがなあ……」


　達哉は難しい顔になって腕組みした。


「ＯＫもらってすぐに転校だろ？　その後、手紙のやりとりはしてたんだが……どうも恋人になったって実感がないんだ。幼馴染みの延えん長ちようって言うか……なんか違ちがうなって感じがしてる」


「でも、ここで会いたいって言われたから来たんじゃ……」


「それがそうじゃないんだ。この間来た手紙の中に、合宿の日程と旅館の住所を書いた紙が挟はさんであったんだよ。他には何も書いてなかったんだが、もしかすると、俺に来いっていう謎かけなのかな……と思ってね。だってそうだろ？　俺に会いたいのなら東京へ呼ぶか大阪へ来るかすればいいわけだし、合宿の報告だけなら後で写真でも送ってくればいいんだ。御剣だったらどう思う？」


　急に質問されて、涼子はすぐには返答しかねた。冷静に考えてみれば達哉の推すい理り通りに思える。しかしそれの意味するところとなると微妙だった。


「……難むずかしいところですね」


「だろ？　史織のことだから、どうせ俺を試ためしてると思うんだ。意識してるのか無意識なのかは知らないが、もし無意識にやってるんだとしたらタチが悪いぜ。ったく……演劇なんかやってるから、こんな……会いたいのか会いたくないのか分からないような、妙みような手を思い付くんだ！」
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　達哉は展望台の手すりを拳で叩いた。これだけ苛いら立だちを表に出している達哉を目の当りにするのは、涼子にとっては初めてのことである。


（獅子倉先輩って、そうなんだ……）


　涼子は軽い驚きこそ感じはしたものの、幻げん滅めつするようなことはなく、むしろ自分の抱いていた獅子倉達哉のイメージに裏付けが加わったような気がした。


『何者にも頼らずどこまでも無む限げんに強い人間』などという存在は幻げん想そう上じようのものでしかない。人は誰しも何かを頼たよりにせずにはいられないし、その弱みが逆に人を強くもする。これまで涼子は獅子倉達哉をただ単純に強い人間だと思っていたが、それは達哉自身が頼りにしているものが涼子の視界に入っていなかっただけのことなのだ。


（こういう時、あいつだったらどうするのかな……）


　迷っている達哉を見ながら、涼子はふと、自分の心のままに野生動物のように生きているある男のことを脳のう裏りに思い浮かべた。その男がもし達哉の立場に立たされたとしたら、どういう行動を取るだろうか──その答えは、意外にもあっさりと出た。


（あいつなら……自分の好きな女の子に会いに行くのに、『会いたいから』っていう以外の理由なんか必要としないわ。きっと……絶ぜつ対たいに）


　そう確信すると、言うべき言葉が自然と口をついて出た。


「ところで、獅子倉先輩はここで何をしてるんですか？」


「何って、だから……」


　涼子の問いの意味を理解して、達哉ははたと口ごもった。


「そんなに意味深に受け取らずに、もっと単純に考えたらいかがですか？　史織さんってそこまで回りくどいことをする人じゃないと思うんです。ただ東京に呼ぶにしても大阪へ行くにしても、結局はどこかに遊びに行くわけだし、だったらここで落ち合った方が楽だと思ったんじゃないんですか？　でもいちいち獅子倉先輩の都つ合ごうを聞くのは二度手間だから、『その気があるなら来れば』って感じで」


「確かにそれもありそうなパターンだが……」


「それに……本当に謎かけだったとして、獅子倉先輩はこんなところで何をウダウダしてるんですか？　史織さんが何を考えてるかなんて関係なく、先輩自身が史織さんに会いたいと思うのなら会いに行けばいいし、会いたくないのなら会わなければいいんですよ。結局、はっきりしないのは史織さんじゃなくて先輩の気持ちの方じゃないんですか？」


「──!!」


　達哉の顔は図ず星ぼしをさされた者のそれだった。こめかみを手で押さえて、心の中で涼子の言葉をはんすうする。


「俺の気持ちか……なるほど、お前の言う通りかもしれないな」


　そう言い終わらないうちに、半はん信しん半はん疑ぎの達哉の表情は確信に変わっていった。


「いや……たぶんお前の言う通りだ。史織との仲が恋人なのか幼馴染みなのかはっきりしなくて、どっちの顔で会いに行けばいいのか分からなかったんだ。だから迷ってたんだな……俺が自分で決めなきゃならないことなのに」


　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑って、達哉は頭を搔かいた。次に涼子に顔を向けた時には、憑つき物が落ちたような清すが々すがしい顔つきになっていた。まっすぐな力強い眼差しが戻っている。


「ありがとう、御剣……拙せつ者しやの迷いは晴れ申もうした。もはや我が心に一点の曇くもりなし！」


　差し出された手を、涼子はがっちりと握り返した。


「なに、礼には及ばん。これまで世話になった獅子倉殿にせめてもの恩返しをしたまで」


「そうか……かたじけない」


「さあ、早く史織殿の元へ向かわれるがよかろう。女おな子ごを待たせるのは殿方のすべきことではござらん」


「ご忠ちゆう告こく痛いたみいる。しからば……御ご免めん！」


　達哉は踵きびすを返すと早足で歩き出した。しかしすぐに立ち止まって涼子を見る。しばし無言で見つめ合った二人は、やがて同時にプッと吹き出し、肩を震わせて笑い声を上げた。


「アハハハッ……いきなり『拙者』はひどいですよ、先輩～っ！」


「俺もまさか、すぐに乗ってくるとは思わなかったよ。さすがは御剣だな」


　時代劇マニア同士であり、演劇部の助っ人で女剣客とその敵かたき役やくという役柄で共演したことのある二人ならではのノリだった。ひとしきり笑った後、達哉は優やさしい目になって涼子を見つめた。


「……御剣は相変わらず元気だな」


「これでもいろいろあったんですよ。剣術道場にも入門したし」


「ほう～、とうとう本物に手を出したか。でも辻つじ斬ぎりはほどほどにしとけよ。近所迷惑だからな」


「ご心配なく。悪あく党とうしか斬りませんから」


「それもそうか」


　肩をすくめて乾いた笑いをもらす。達哉は上着を肩に引っかけ直した。


「……本当にありがとな、御剣。じゃあ俺、そろそろ行くわ」


「はい。また」


　あらためて去りかけた達哉は、数歩進んだところで足を止めた。


「……そういや御剣」


「はい？」


「去年だったか、確かお前に言ったよな。『可愛い女が無理ならカッコイイ女になれ』って。転校前に言いそびれてたんだが……あれは撤てつ回かいするよ」


「え？　そんな今さら……」


「今のお前は十分可愛いし、その上とびきりカッコイイ女になってる。自信、持っていいぜ」


　達哉はそう言って、ちょっと照れた笑みを見せた。


「もう……獅子倉先輩！　そんなこと言って、後で史織さんにフラれて泣きついてきても、なぐさめてなんかあげませんからね!!」


　涼子が耳まで真っ赤にして怒鳴ると、達哉は背を向けたままで手を振った。


　達哉を見送り、すっかり温ぬるくなったスポーツドリンクを飲み干した涼子は、そこでようやく奈々子とひとみのことを思い出した。


　展望台から三ツ石を見下ろすと、磯いそはすっかり満ち潮になっていた。










　第三十一話　難儀なやつら、海へ［後篇］







〈七月二十九日──追記〉





　……ほら、やっぱり当たった。





　　　　一





「ごめんなさいね～。まさか、まかないの人が夏なつ風か邪ぜでダウンなんてね～」


「いや……」


　お気になさらず──と言おうとしたが、すまなそうな様よう子すのまるで感じられない奈々子の口振りに、慶一郎はその言葉を呑のみ込こんだ。


　菱沼家の別荘は古い旅りよ館かんを改かい築ちくした建物で、外がい見けんは和わ風ふう、中身は和わ洋よう折せつ衷ちゆうの作りになっていた。二人がいるのは台所と呼ぶには広すぎる厨ちゆう房ぼうである。本マグロを丸ごと持ち込んで解かい体たいするにも困らない十分なスペースと、ちょっと工く夫ふうすれば完全犯罪にも利用できそうな大おお型がた冷れい凍とう冷れい蔵ぞう庫こがある。


　夕食を作る人間がいない、と奈々子から聞かされたのは遊ゆう覧らん船せんから降りた直後のことである。その足で急いで市いち場ばに向かい、なんとか食材は確かく保ほできたものの、これから八人分（量的には十二～三人前）もの料理を、メニューの組み合わせも考えつつ作らねばならないのかと思うと気が重かった。しかも食材が相模さがみ湾わんから上がった新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類るいなので、料理人のプライドとして下へ手たな物は作りたくないというこだわりもある。


「ほら～、奈々子も手伝ってあげるから、ムクれてないで始めましょ～」


　目がチカチカしそうな蛍けい光こうピンクのエプロンを嬉うれしそうに着けながら奈々子が言った。別にムクれているつもりはないが、確かに始めるなら早い方がいい。


「じゃあ、そのゴマサバを三枚に下ろしてもらえますか？」


「ゴマサバって～？」


「そこの腹に黒い点々のあるやつですよ」


「これ～？」


　奈々子はおっかなびっくりの手つきでゴマサバの尻しつ尾ぽを持つと、慶一郎に尋たずねた。


「ところでセンセ～、三枚に下ろすって、どうやるの～？」


「…………」


　慶一郎は無む言ごんで近寄り、奈々子の手からゴマサバを奪うばって氷水の中に放り込むと、代わりに大だい根こんを摑つかませた。


「魚はいいですから、その大根を切ってもらえますか」


「ん～と、輪切りでいいの～？」


「刺さし身みの付け合わせにするんで、桂かつら剝むきでお願いします」


「カツラムキ～……？」


　奈々子は技術的な問題云々よりも、言葉の意味すら分からないという顔をする。慶一郎は奈々子の手から大根と包丁を取り上げると、調理台の向こうにある大型のガス炊すい飯はん器きを指さした。


「料理は俺が作りますから、菱沼先生は米を研といでください」


「お米を研ぐって～？」


「……米についてる糠ぬかを洗って取るんです」


「洗うのね～？　りょ～か～い！」


　返事だけは元気に言うと、奈々子は勇ましい足取りで炊飯器に向かっていった。慶一郎がアマダイなどの魚の下ごしらえに専念していると、流し台の方に戻ってこないで厨房の中を右う往おう左さ往おうしていた奈々子が訊きいてきた。


「あの～、お米がどこにもないんだけど～」


「先生から見て九時方向にある縦たて長ながの箱が米びつです」


「あ、これがそうだったのね～」


　上うわ蓋ぶたを開けようとしているらしい、ゴソゴソという音。慶一郎は魚をさばきながら、その音だけを聞いてアドバイスする。


「たぶん、下の方にあるレバーを押せば必要な量だけ出てくるような仕し掛かけけになってると思いますよ」


「あらホント～、おもしろ～い」


　レバーを押す『ポン』という音と、米が流れ落ちてくる『シュゴ～ッ』という波のような音が交こう互ごに何度も聞こえてくる。


「何合出しましたか？」


「え？　え～っと……」


「十合ぐらいでいいんですよ。ザルに移して洗ってください」


　見けん当とう違ちがいの棚たなを引っ搔かき回す音がしばらく続いた。慶一郎が一品目の煮に込こみ料理の仕込みを終えて圧あつ力りよく釜がまを火にかけた頃、ようやくステンレスのザルを持って奈々子が流し台に戻ってきた。


「じゃ、洗うわね～」


　そう言って仕事を始めようとしたその時、横から目にも留とまらぬ速さで伸びてきた慶一郎の手が、奈々子の手首をガシッと摑んだ。


「ど、どーしたの～？」


「……それは俺の台詞せりふです」


　慶一郎は低い声でそう言い、奈々子が手に握にぎっている物ぶつ体たいを鋭するどくにらんだ。





「……ど、どうしたんですか、菱沼先生!?」


　大広間に戻ってきた奈々子を見るなり、大作が驚いた声を上げた。


　いつもは『何を考えているか分からないけどなんとなく幸しあわせそう』な菱沼奈々子が、見るからに青ざめてショボくれた顔をしていたからである。缶かんビールの入ったビニール袋と、おつまみ用らしい刺身の乗った船の形をした皿を、御お土産みやげのように持っている。


「なんや、なんや？」


　畳たたみと見るとゴロゴロする習性のある静馬が四足歩行でやってくる。各おの々おの夕食前のひと時を楽しんでいた涼子たちも何事かと視線を向けた。テーブルの前にぺたんと座り込む奈々子に、大作が代表でインタビューを試こころみるが、話を聞くなり呆あきれ顔になった。


「南雲先生に台所から出ていけって言われたそうですよ」


「なんでや？」


「お米を食しよつ器き用よう洗せん剤ざいで洗おうとしたからだそうです」


　静馬は畳の上をアシカのごとくヘッドスライディングした。


「そら、南雲やのうても追い出すわ！」


　誰よりも静馬に突っ込まれたことが不ふ服ふくだったらしく、奈々子は缶かんビールを開けて一気に飲み干した。空缶をテーブルの上にドンッと置き、


「菱沼家の女子はね～、代々家事なんかやらないのよ～!!」


　身みも蓋ふたもないことを堂どう々どうと言う。大作はやれやれと首を振った。


「これだからお嬢じよう様さま育そだちは……」


「んなもん声を大にして訴うつたえられてもなあ」


　ふと静馬はあることを思い出して、涼子の方を見た。


「よかったなァ、涼子。こんなとこに仲間がおって」


「失しつ敬けいね！　いくらあたしが料理下へ手たでも、そこまで非常識じゃないわよ!!」


　それを聞いた奈々子はますます不ふ貞て腐くされて、刺身とビールをかわりばんこに口に運ぶ。




[image: ]


「しかしそうすると、南雲先生一人で晩ばんご飯を作ってるわけですね」


「それはちょっと大変よね」


　ひとみは読んでいた文庫本にしおりを挟はさみ、仕方ないという顔で立ち上がった。ほとんど同時に立った美雪と連れ立って台所へ向かう。


「おー、感かん心しん感心」


　言いつつ、静馬と大作の視線が一点に集中する。窓際の籐とう椅い子すに横になってイビキをかいている沙羅を除けば、その対象は一人だけだった。


「な……なによ、その目は!?　女だからって料理ができなきゃいけないなんて、そんなの男女差別もいいとこじゃない」


　涼子の抗議に、静馬と大作は無言で奈々子を指さした。妖よう怪かいビール女こと奈々子は不ぶ気き味みな薄うす笑わらいを浮かべながら、涼子に手招きする。


「分かったわよ……行けばいいんでしょ、行けば！」


　みずから奈々子の同類に加わるわけにもいかず、涼子は半なかば強きよう制せいされるように台所へ向かった。


　涼子が御土産をもらって戻ってくるまでに、さしたる時間はかからなかった。





　　　　二





「ノォォ～～～～ッ!!」


　肩からお湯を浴びた沙羅は仰のけ反ぞりながら悲鳴を上げた。温ぬるめのお湯だが、まるで熱ねつ湯とうでも浴あびたように身体が真っ赤に染まっている。


「泳いで疲れたからって、日焼け止めもつけずにグースカ寝てるからよ。確か白人って肌はだが弱いんでしょ？　あんたもハーフなんだから気を付けなさいよね」


　涼子はタオルで石せつ鹼けんを泡あわ立だてながら注意した。


　海うみの幸さち満まん載さいの豪ごう華かな夕食の後は入にゆう浴よくタイムになった。代々女の権けん力りよくが強いという菱沼家の別荘だからか、露ろ天てん風ぶ呂ろの女湯は男湯のおよそ三倍の広さがある。ようやく日も暮れ、さっきまで夕焼け色だった空には星が瞬またたき始めていた。


「ほ～ら！　背せ中なか流したげるから、じっとしてなさいよ」


　嫌がる沙羅を座すわらせ、痛がらせないように力を加か減げんしながら背中を洗い始める。静馬の追っかけとしては涼子に対してライバル心があるが、一対一になるとかなわないという気持ちが働くらしく、沙羅は不ふ承しよう不ぶ承しようながらされるがままになっている。


「ところでさあ、前からあんたに一度訊ききたいと思ってたんだけど……静馬って、どのへんがいいわけ？」


「どこって……そんなの全部に決まってんじゃん！」


「具体的に言うと、どこよ？」


「カッコイイところ！」


「あれのどこがカッコイイの？」


「全部!!」


「そうは言っても……バカよ？　あいつ」


「でもカッコイイの！」


　堂どう々どう巡めぐりである。会話が成り立たない沙羅をあきらめて、涼子は岩風呂につかっている親友に声をかけた。


「ひとみはどう思う～？」


「何が？」


「あのバカの魅み力りよくについてよ」


　返事が返ってくるまでたっぷりと間があった。


「……それ、私が答えるの？」


「忌き憚たんのない意見を聞かせてもらいたいわけよ」


「一いつ般ぱん論ろんが適てき用ようできるタイプじゃないと思うけど……そうねえ……」


　ひとみは岩に背中を預けて、夕ゆう闇やみの空を見上げながら考えを巡らせた。


「草[image: ]君はたぶん……ものすご～く単純な人ね。単純なんだけど、その単純さがイコール凡ぼん庸ようじゃないという特別なタイプで、つまり……」


「天てん然ねんってこと？」


「凡ぼん人じんとは見ている世界が違うってこと。そうね……とても独どく特とくでシンプルな価か値ち観かんを持っていて、本人はそれに忠ちゆう実じつに従したがっているだけなんだけど、価値観を共きよう有ゆうしていない人間には行動原理が見えないのね。だから見る人によって評ひよう価かはバラバラだし、たいていは変人で片かた付づけられるわ。でも中には、彼の見ている世界に未み知ちの魅力を感じて、それを理解したいと考える人もいる──そんな感じかしら」


「要するにナントカと紙かみ一ひと重えのやつって言いたいわけね。でもひとみ……」


「なあに？」


「あんたが考えたにしては理り路ろ整せい然ぜんとしすぎてるわね。それって、氷ひ室むろ那な智ちの受け売りなんじゃないの～？」


　意い地じ悪わるく指し摘てきすると、お湯のはねる大きな音が聞こえた。ひとみが慌あわてて身体を起こそうとして足を滑すべらせ、逆にお湯の中に沈しずんだのだ。


「フッ、分かりやすいやつめ」


「……りょ、涼子ちゃんったら！」


　ひとみの抗こう議ぎの声を聞き流すと、涼子は手て桶おけのお湯で沙羅の背中を流した。


（凡人とは見ている世界が違う、か……）


　その言葉の意味を考えながら、沙羅の少年のような背中をペタペタと触さわり、ほとんど無む意い識しきにお尻しりの肉をムギュッとわし摑づかみにする。


「ギャァァァ──ッ!!」


　沙羅は悲ひ鳴めいを上げて飛び跳はねると、両手でお尻を押さえて、信じられないという顔で涼子を見る。


「なっ、なっ、なにすんのよっ!?」


「なんとなく触さわり心ごこ地ちのよさそうなお尻だな～っと思って、つい……」


「イヤーッ！　こっちこないでよ、この変へん態たい!!」


　沙羅は『お尻隠かくして前隠さず』状態で後ずさりする。


「おーい、今の悲鳴はなんや!?」


　隣の男湯から静馬の声が聞こえてきた。よせばいいのに沙羅が答える。


「助けて、ナギー！　アタシ、リョーコに犯おかされる～ッ!!」


「なにィ!?　よっしゃ、今行ったるさかい待っとれ！」


　女湯と男湯を隔へだてている羽は目めの向こうから、何か恐るべきパワーを秘ひめた生物が迫せまってくる気け配はいがあった。気合いの声とともに、高さ三メートル以上ある羽目の上じよう端たんに浅あさ黒ぐろい手が掛かる。足を引っ掛ける場所がないので、腕うでの力だけで乗り越えてくる気だ。


　涼子は手桶を摑むと、距きよ離りを計算して高く放り投げた。鋭い放ほう物ぶつ線せんを描いて飛んだ手桶は、羽目のてっぺんを掠かすめて向こう側に消える。


　ガスッ！


　鈍にぶい音に続いて、大きな物ぶつ体たいが水に落ちる派は手でな音が響く──そして静せい寂じやく。


「うわ～っ、静馬さん、しっかりしてください！　気を確かに……」


　慌てふためく大作の声に、涼子はクリーンヒットを確信した。湯船に沈んだまま浮かんでこない静馬の姿が想像できる。


　その間に岩風呂の中に逃げ込んだ沙羅は、本当にそういう趣しゆ味みの持ち主だと思ったらしく、涼子に警けい戒かいの眼まな差ざしを向けた。


「こっちに入ってこないでよ！　さもないと……」


　沙羅はピクッと身体を震ふるわせて硬こう直ちよくした。首だけを回して背はい後ごを見る。


「ほんとね。プニッてしてる」


「あ、あのね……」


　沙羅はもはや文もん句くを言う気にもならなかった。自分のお尻を撫なでているのが美雪だったからである。





　　　　三





　午後七時過ぎ──


　駅前の商店が開いているうちに買い出しに行くという慶一郎に付き合って、涼子は別荘を出た。何か買う物があるわけではなく、露天風呂で少し温あたたまりすぎたので夜風に当たりたかったというのが理由である。


　海岸近くの通りは周辺にペンションや旅館が多いせいか、散歩に出ている観光客らしい浴衣ゆかた姿も多く見られた。花火をするにはちょうどいい時間帯だ。


「あたしも浴衣、着てくればよかったな」


　涼子はタンクトップの上に男物のシャツ、下はジーンズという簡かん単たんな格好で出てきたことを少し後こう悔かいした。


「浴衣にその荷物だとかえって不自然だぞ。着流しなら似合うかもしれんが」


　慶一郎は涼子が肩に引っ掛けている竹刀しない袋ぶくろを見て言った。そもそも、この荷物が似合う服装となるとかなり限定される。


「──はあい、涼子」


　後ろから走って追いついてきた少女が肩を叩たたく。驚いて振り向く涼子に、爽さわやかな笑顔を見せたのは後藤史織だった。


「なんか見覚えのあるシルエットだと思ったら案あんの定じようね。とくに先生の方が」


　史織はノースリーブのブラウスにキュロットスカートという出で立ちで、巾きん着ちやくと懐かい中ちゆう電でん灯とうを持っていた。海水浴の時にはしていなかった丸い縁ふちなしの眼鏡めがねをかけている。


　史織に連れがいないのを見て、慶一郎は渋しぶい顔をした。


「後藤。この時間に女が一人で出歩くのは物ぶつ騒そうだぞ」


「分かってます。だからこの少し先までご一いつ緒しよさせてください」


　肩を並ならべて歩き出す史織に、涼子はちょっと考えてから小声で耳打ちした。


「もしかして……デートですか？」


「そっ。虫むし除よけスプレー持じ参さんでね」


　史織はそう言って悪戯いたずらっぽくウインクする。その表情は同性の涼子から見てもうらやましいほどキュートだった。


　雑ざつ談だんをしながら十分ほど歩き、海岸へ通じる歩道にさしかかったところで史織が立ち止まった。


「じゃあ私、こっちだから」


「あ、はい……気を付けてくださいね」


「ありがと。じゃね」


　懐中電灯を点けて海岸の方へ歩いていく史織を見送りながら、涼子は立ち去りがたい気分を感じていた。興きよう味み津しん々しんなのもそうだが、別の心配もある。勘かんのようなものだった。


「……先生、ちょっと寄り道してっていい？」


「覗のぞきなら付き合わんぞ」


　涼子は慶一郎の尻に蹴けりを入れた。





　　　　☆





　史織は足元を懐中電灯で照らしながら砂じや利り道みちを歩き、海岸にやってきた。


　まだ宵よいの口ということもあって、辺あたりには観光客のグループが二、三組見られた。どのグループも花火を楽しんでいる。史織は人目を避さけて岩場の近くまで歩いていくと、巾着から携帯電話を取り出した。コールすると相手はすぐに出た。


『──はい、こちら獅子倉』


「あたし。海に着いたわよ。どこ？」


『史織のすぐ後ろさ』


　振り向きながら懐中電灯を向けると、松の幹みきを背に立っている獅子倉達哉の姿が照らし出された。達哉は眩まぶしそうに目を細めながら微笑ほほえんだ。


「久しぶり。案あん外がい早かったな」


「それって皮ひ肉にく？」


「そう聞こえるのは後ろ暗いところがあるからさ」


　ムッとする史織を見て肩をすくめると、達哉はその手から懐中電灯を取り上げた。


「ちょっとその辺をブラブラしようぜ」


　自分で足元を照らしながら、史織の手を引いて歩き出そうとした──その時だった。


　ザブッ……ザザザザッ！


　浅あさ瀬せから複ふく数すうの黒い人影が浮ふ上じようしてきたかと思うと、波なみ打うち際ぎわを駆かけ抜ぬけて二人の前に立ちはだかる。青と黒のウェットスーツにゴーグルというお揃いの格好をした謎なぞの七人組──夜や間かん装そう備びに身を包んだ〈フライング・シーマンズ〉であった。


「なっ……何なんだ、お前ら!?」


　あまりにも怪あやしすぎる集団を前に、達哉は警戒するより先に啞あ然ぜんとしていた。相手の正体を知っている史織は達哉の腕を引いて逃げようとするが、スイマー軍団は昼間も披ひ露ろうした謎の暗あん黒こく舞ぶ踏とうを踊おどりながら二人を包ほう囲いして退たい路ろを断たった。


「待てぇぇぇ──い!!」


　宵よい闇やみに響ひびき渡わたったその声に、二人と七人は振り向いた。その視線の先には、頭上に月を戴いて岩場に立つ、一つの影──


「他人の恋こい路じを邪じや魔まする奴は、月に代かわって成せい敗ばい致いたす！」


　決めの台詞せりふとともに天に向かって木ぼく刀とうを掲かかげたのは、ジーンズ姿の若い女だった。ただしその顔は、アニメに登場する美少女戦士を模もしたセルロイドのお面で隠されている。


　謎なぞの美少女剣士はポニーテールを翻ひるがえしながら岩場から跳ちよう躍やくし、砂浜に飛び降りると、波を蹴散らしながらスイマー軍団に向かって猛もう然ぜんと突とつ進しんした。


　そこからの光こう景けいはまるでビデオの倍ばい速そく再さい生せいか、あるいは入にゆう念ねんな打ち合わせと訓くん練れんによって生み出される華か麗れんなる舞踏のようだった。美少女剣士は一いち陣じんの疾しつ風ぷうと化して七人の男たちの間を駆け抜け、左右へ神しん速そくの斬ざん撃げきを放った。スイマーたちのある者は身体を折り、またある者は身体を仰け反らせたまま硬こう直ちよくする。


　ザンッ！


　最後の一人の脇わきをすり抜けた美少女剣士は、木刀を振ふり抜ぬいた残ざん心しんの形でピタリと静止した。


「わ……我々は、ただ……」


　シーマンズのリーダーは、断だん末まつ魔まの震えの中で呟つぶやいた。


「ただ……あ、甘あまく切せつないひと夏の思い出が……欲しかった……だ……け……」


　その言葉を最後に、七人の闖ちん入にゆう者しやは糸が切れたようにバタバタと倒れた。


「……お仕し置おき、完かん了りよう」


　美少女剣士は血ち糊のりを払ぬぐうように木ぼく刀とうをひと振ふりすると、二人に背を向けて立ち去ろうとした。


「あの、りょ……？」


　名前を口にしかけた史織を、達哉が手で制する。


「お侍さむらいさま！　危あぶないところを助けていただき、お礼のしようもございません。せめてお名前を……」


「名前か……？」


　美少女剣士は空を見上げた。天には満月から一夜過ぎた月がかかっている。


「十六夜いざよい──りょ……いや、名乗るほどの者ではござらん」


　下の名前が思いつかなかったらしい。美少女剣士は照てれ隠かくしにコホンと咳せき払ばらいすると、二人の方を横目で見やる。


「二人とも互たがいを思いやり、末すえ長ながく仲なか良ようするがよいぞ──では、御ご免めん！」


　そう言い残すと、美少女剣士は現れた時と同じくらい颯さつ爽そうと立ち去っていった。その場に残された二人は、しばらく剣士の去った方角を呆ぼう然ぜんと見つめていたが、やがて互いに顔を見合わせた。


「末長く仲良くしろ、だってさ」


「恩おん人じんにそう言われちゃ、仕方ないわね……そうする？」


「異い論ろんはないよ。俺もいいアイデアだと思うし」


　達哉が左手を差し出すと、史織はそれに自分の右手を重ねた。そしてどちらからともなく小さく吹き出した。


　そして──恋人たちが立ち去った後、砂浜に残された七人の哀れな男たちは、まるで海に優しく抱かれるように、ゆっくりと波にさらわれていった。





　　　　☆





　慶一郎と涼子は別荘への道を戻っていた。少し道みち草くさを食ったせいで閉店の時間を過ぎてしまい、結けつ局きよく買い物をあきらめて引き返すしかなかったのだ。


　涼子はセルロイド製のお面を指の先に引っ掛けてもてあそびながら、慶一郎に尋たずねた。


「ところでさ、先生……どうしてこんな物、持ってるわけ？」


「備そなえあれば憂うれいなし、だ」


　どこか得とく意い気げなわりには、よく考えても意味の分からない返事だった。





　　　　四





　午後十一時。


　涼子は薄明りの中で目を開けた。タオルケットを面めん倒どう臭くさそうに脇に退のけて、布ふ団とんの上に上体を起こす。隣を見ると、三〇分ほど前まで文庫本を読んでいたひとみが、静かな寝息をたてていた。その向こうには美雪と沙羅の布団が並んでいる。


　菱沼家の別荘はすでに静かになっていた。初日から全力で海水浴をしたせいか、元気の余あまっているメンバーが多いにもかかわらず、宵よいっ張ぱりの大おお騒さわぎとはならなかったのだ。涼子も身体こそ疲れてはいたが、今日一日の間にいろいろなことがありすぎて、神しん経けいが昂たかぶって眠れずにいた。


　布団を抜け出した涼子は、とりあえずトイレへ行って用を足たし、台所でミネラルウォーターを少し飲んだ。すぐには女子の部屋には戻らず、なんとなく静馬と大作の部屋の前までやってきて、ドアに耳を近付けてみる。耳をそばだてても聞こえてくるのは静かな寝息だけだ。何を期待したわけではないが、ガッカリしたような物足りないような気分になる。


（なにやってんだろ、あたし……寝ねよ、寝よ）


　首の後ろを搔きながら生あくびをひとつ。そのまま部屋に戻ろうとした時、どこか彼方かなたから聞こえてくるような奇き妙みような音に気付いた。


　怪あやしい物音と呼ぶには澄すんだ響きがあった。辺あたりを見回して音おん源げんを探さがす。音は廊ろう下かの突き当たりから聞こえてくるようだった。近付いてみると、完全に閉まっていないドアの隙すき間まから漏もれて聞こえてくるらしい。


（この音……ピアノ？）


　涼子は忍び足で近寄り、ゆっくりとドアを開いて中を覗のぞき込んだ。電灯は点ついていなかったが、月明りが差し込んでいるので中の様子はすぐに分かった。そこは壁かべの一面が温おん室しつのようなガラス張りになっている部屋だった。台形の部屋の中央に置かれたグランドピアノの前の長椅子に、Ｔシャツにカンフーズボンという演えん奏そう者しやとしてはふさわしくない服ふく装そうで座っている大おお柄がらな少年がいた。静馬である。


　静馬は曲を弾ひいているのではなかった。鍵けんを押し込むように叩たたき、和わ音おんの響きに聞き入っている。


　涼子は部屋に入って、静馬の背後に立った。


「静馬……なにやってるの？」


「見て分からんもんは、聞いても分からん」


　ポ──ン……


　また別の和音が部屋に響いた。身体の奥に染しみるような深い音ね色いろだ。


「そこそこええピアノやな。ただ、調ちよう律りつがちょっと甘いわ」


「なんで、あんたにそんなことが分かるのよ？」


「アホ、オレは絶ぜつ対たい音おん感かんの持ち主やぞ？　それぐらい分からんでどうする」


「へえ～、それはそれは、お見み逸それしましたわね」


　涼子は取り合わない口調で返すと、幅はば八〇センチほどの長椅子の余っている部分に腰掛けて、静馬に背中をくっつけるようにした。椅子を半分取られた静馬は迷めい惑わくそうに、


「なんやねん。でかいケツして」


「うるさいわね。弾けるもんなら何か一曲、披ひ露ろうしてみなさいよ」


「なんでお前のためにリサイタル開かなならんねん。オレの演奏一曲で、いったいいくら稼げる思う？」


「んーと……一三五円くらい？」


「なんで端は数すうやねん」


　じゃれ合うような会話の中、静馬の指は多少はメロディと呼べそうな音を並べ始めたが、あまり乗り気ではない感じだった。涼子は静馬が何故か不ふ機き嫌げんそうなのに気付いて、黙だまり込んだ。


　しばらくの沈ちん黙もくの後、静馬が口を開いた。


「遠えん距きよ離り恋れん愛あいっちゅうのも、なかなか大変なもんらしいな」


　唐とう突とつな話題だった。この男の口から恋愛などという言葉が出てくること自体が異い常じようである。静馬が何を考えて言っているのか理解できず、涼子は適当に相あい槌づちを打った。


「まあ……そうみたいね」


「付き合うてるのに、毎日顔を合わせられへんっていうのは、どんな気分なんやろ」


「やっぱり不安なんじゃないの？　遠く離れ離れになっちゃうと、電話とか手紙のやりとりとかしてても、お互いの気持ちって確かめにくいだろうし……」


「やっぱ、そんなもんなんかなあ」


「そうなんじゃないの？　たぶん……」


　再び沈黙。涼子はどうして静馬が急にそんなことを言い出したのか考えてみたが、よくわからなかった。


「あんたさ……大阪に付き合ってる女の子でも残してきたの？」


「なんでそうなる!?」


「だって、いきなり遠距離恋愛なんて言い出すもんだから……」


「オレは関係ないわい。問題はお前の方やろ!?」


「なんで、あたしが問題なのよ？」


「お前、遠距離恋愛中と違うんか？」


「違うわよ！　なに勘違いして……」


　背中越ごしに口論を続けていた涼子は、自分と静馬の間にどこか決定的な認識のズレがあることに気付いた。そもそも話が嚙かみ合っていないのだ。


「じゃあ聞くけど、あたしが誰と遠距離恋愛してるって？」


「あの獅子倉とかいう先輩と違うんか？　展てん望ぼう台だいで密ひそかに逢あい引びきしとったやろ」


「誰が密ひそかに逢い引きしてるってのよ!?　たまたま偶ぐう然ぜん会あっただけよ！」


「しかしあの先輩と遠距離恋愛中という情報は、確かな筋すじからのもんやぞ？」


「確かに獅子倉先輩は遠距離恋愛中だけど、相手はあたしじゃないわよ。三年の後藤先輩って人！」


「なにィ!?」


　静馬はひどく混こん乱らんした様子で、頭をガリガリ搔きむしった。


「そしたら……お前はいったい誰と遠距離恋愛しとんねん!?」


「だから、誰ともしてないわよ!!」


　涼子はようやくこの果てしなく間ま抜ぬけな会話の背景を理解した。涼子が獅子倉達哉と展望台で会っていたという事実と、その達哉が遠距離恋愛中であるという断だん片ぺん的てきな情報がどこかでつながって、涼子が達哉と付き合っているという誤あやまった結論が短たん絡らく的てきに導みちびき出されたに違いない。誤ご情じよう報ほうの出処として第一の容よう疑ぎ者しやは当然大作だったが、第二の容疑者としてはひとみが怪しかった。


「なんや……そうやったんか。それならそうと……」


　静馬は不貞腐れたようにブツブツと文句を吐はいたが、その口調にはどこか安心したような響きがあった。涼子は肘ひじで静馬の脇をつっつく。


「……なに？　妬やいてたの？」


「アホか、誰が!!」


　静馬は即座に否定し、誤ご魔ま化かすように鍵を叩いた。とたんに、今度ははっきりとしたメロディが奏かなでられ、部屋の中に響き渡った。緩ゆるやかで透とう明めい感かんがあり、どこか哀あい愁しゆうの漂ただよう美しい旋せん律りつ──それは音楽に疎うとい涼子でさえ耳に覚えのある有名なピアノ・ソナタだった。


「この曲……聞いたことがあるわ」


「そらそうや。メチャメチャ有名な曲やからな」


　静馬は柔やわらかく淀よどみのない指運びで弾き続ける。涼子の聞く限りではミスはなく、静馬の性格からは想像もつかない包み込むような心ここ地ち好よさのある演奏だった。しばらく聞き惚ほれていた涼子は、思い立って静馬に尋ねた。


「ねえ静馬……あんた、ケンカなんかやめてさ、本気でミュージシャンになったら？」


「失礼なやっちゃな……今までオレが本気でミュージシャンを目め指ざしてなかったと思うんか？」


「本気だったの？　でもピアノでも何でも、演奏するには指使いが命じゃない。ケンカで拳を痛めたりしたら元も子もないわよ」


「そんなマヌケな闘い方はせえへん。それにオレは天才やから大丈夫や」


「でもさ……」


「そしたら訊きくけどな」


　今度は逆に静馬が尋ねる。


「お前に剣けん術じゆつやめて、料理とか家か事じとか習いに行けって言うたら、その通りにするか？」


「え？　それとこれとは関係……」


「剣術やめてモデルとかタレントになれって言うたら、やるか？」


「なんでそうなるのよ!?」


「答えろや。剣術、やめるか？」


「やめないわよ」


　考えるまでもなく、涼子の答えは決まっていた。しかし静馬は続けて、


「お前がいくら強うなっても、誰かに勝負を挑み続ける限り、いつかは負ける。取り返しのつかん怪け我がとかするかもしれん。それでもやめへんか？」


「今いま更さらやめるつもりはないわよ。剣術をやめたら……たぶん、その時にはもう、あたしはあたしじゃなくなってるわ。きっと」


「そやろ？　本気っちゅうのは、そういうもんや」


「──!!」


　涼子はドキリとした。これほど真面目なトーンで話す静馬には出会ったことがなかったからである。


「結局のところ、人間っちゅうもんは、自分のなりたいもん以外のもんにはなられへん……人間は趣しゆ味みに生きるもんや」


「それ……誰の言葉？」


「オレや。オレが今考えた。名言やろ？」


　そう言った直後、演奏が一瞬だけ乱れる。涼子が席を立ったからだった。


「さて、と……あたしはもう寝るわ。あんたは気の済むまで弾いてなさいよ」


「──〈月げつ光こう〉や」


「え？」


「この曲の名前」


「……そう」


　涼子はいったん去りかけたが、ドアの前まできたところで足を止めた。演奏を続ける静馬の背中を見つめること数秒。自分でも理解できない何かの衝動に動かされたように近寄り、背後から静馬の首に腕を回して抱きついた。


　演奏が途と切ぎれる。静馬の頰ほほに、涼子が唇くちびるを押しつけていた。唇が触ふれていたのはほんの二秒ほどで、すぐにサッと身体ごと離れて、ドアの前まで下がる。


「昼間、助けてくれたでしょ？　そのお礼をしてなかったからね……じゃ、お休み」


「お、おい……ちょっ……待っ……」


　部屋を出てドアを閉める直前、静馬が椅い子すごとコケる派手な音が聞こえた。


「……バーカ」


　涼子はクスクスと笑うと、跳はねるような軽い足取りで部屋に戻り──そして、ぐっすりと眠った。





　　　　五





　翌日──真鶴の空は昨日のような快晴ではなく、少し雲が出ていた。時とき折おり風が吹き、波も比較的高い。夕方にはひと雨きそうな天気である。


　涼子たちは昨日に続いて砂浜にきていた。泳いでばかりいるのも芸がないということで、今日は涼子もひとみや奈々子と身体を並べて日につ光こう浴よくに専せん念ねんしていた。


　そんな中、美雪は一人、岩場に立って海を眺ながめていた。一緒にきた沙羅は獲え物ものを求めてすぐ目の前の浅あさ瀬せに潜もぐっている。


　彼方かなたに視線を送っていた美雪の目が、南の空にかすかな黒い雲を認めたその時──一陣の風が吹いた。


「あっ……」


　赤いリボンの付いた麦むぎわら帽ぼう子しが飛ばされ、海に向かって落ちていく。


　次の瞬間、奇妙なことが起こった。海面に落ちるはずの麦わら帽子が、見えない手で摑まれたように空中で静止し、岩場の方に戻ってきたのである。




[image: ]


　風と逆向きに飛んだ麦わら帽子を、黒い革かわ手て袋ぶくろをはめた手が摑んだ。


　その時初めて、美雪は自分以外に岩場から海を見ている人物の存在に気付いた。


　真夏だというのに、黒いロングコートを着込んだ異風の男だった。


　髪かみは色しき素その抜け切ったような銀ぎん髪ぱつ。肌は血の色が透すけて見えるほど白い。顔つきは端たん正せいだが、その両目はゴーグル型のサングラスで隠されていた。


　黒衣の男は、近くにやってきた美雪に麦わら帽子を差し出そうとして、不意にその手を止めた。


　男はサングラスを下げて、肉眼で美雪を見た。紅あかい瞳ひとみであった。


「君とは……会ったことがあるな」


　そう呟くように言ったのは、〈紅い眼のカラス〉こと、〈凶まがツ風かぜ〉の使い手──京きよう極ごく刹せつ羅らであった。







〈つづく〉







　あとがき







　どうも、本当～に長らくお待たせいたしました！


　およそ十か月のブランクを経へて、ここにようやくリアルバウトハイスクールの第六巻をお届けします。


　いや～、しかし今回は正直ヤバかった。見えたね～、死し兆ちよう星せいが！　アタタタタ～ッと秘ひ孔こうを突つかれ、「〇月×日までに上げなければ……ボンだ！」と宣せん告こくされたようなもんでしたからね（あながち冗じよう談だんじゃないところが恐ろしい……）。


　読者の皆さんも、五巻で『次は半年ぐらい先ね』とか言っときながら、よもや一年近くも待たされるとは思わなかったでしょう。しかもさんざん待たせておいて五巻よりも──下手をするとファンタジア文庫史上最も薄うすい本かもしれんとは何事か、と不ふ審しんに思われるでしょうが、「貴き様さまらにワシの気持ちがわかってたまるか！」などと意い味みもなく逆ぎやくギレしてもしょうがないし、雑賀作品における『あとがき』は作者のその時点での心情を赤せき裸ら々らに告白することをムネとしているので、あえて言い訳めいたことを吐いてみるのもいいでしょう。





　実を言うと五巻を書いてからこっち、ずう～っと憂ゆう鬱うつな状じよう態たいが続いておりました。気分が落ち込むような深しん刻こくな事情があったというわけではなく、自分がもともと憂鬱な人物だったことを思い出した、というのが正解でしょう。精せい神しん分ぶん析せき関かん連れんの本を読んで非常に面おも白しろく感じたという話は以前しましたが、その副ふく作さ用よう（？）で過去の記き憶おくの扉とびらが開いてしまい、封ふう印いんしていた〈憂鬱の犬〉が数年振ぶりにヒョッコリ顔を出したのです。そう、この〈憂鬱の犬〉こそは人生の大半をともに過すごした最さい愛あいの友であり、別れようとしても別れられない半身でありました。


　しかしその〈犬〉の相手をする側は大変です。とうの昔に手を切ったはずの性しよう悪わる女おんなが部屋に転がり込んできたような気分──とでも言えばご理解いただけるでしょうか。しかもこの女はこちらの弱みをすべて知り尽くしているときてます。


『あんたは今でこそ、そうやって悩みもなさそうにニコニコしてるけど、昔は──』


　こんな声が聞こえてくるともういけません。いかに表面を取り繕つくろってみたところで、相手には何もかもがお見通しです。この〈犬〉には雑賀礼史の書く物語がどうしてそうなっているのか──あるいは、そうでなければならないのか──その理り由ゆうを理り路ろ整せい然ぜんと説明することができます。なにしろ精神の黒くろ幕まくであり、プロデューサーなのですから。


『耳みみ障ざわりのいい言葉や知らないフリで自分を誤ご魔ま化かすな。お前の書く話の登場人物が決まって○○○○なのは、現実のお前の×××が××で××××だからだろーがッ！』


（ぐはっ……ゆ、言うな、それを──!!）


　……とまあ、この〈犬〉は本人が一番知りたくない創そう作さくの秘ひ話わを次から次へと暴露してくれます。そのたびにこっちは（精神的に）膝ひざから崩くずれ落おちるほどのダメージを食らい、こっぴどく打ちのめされます。『神しん経けい症しようにおいては治ち癒ゆしない方が患かん者じや本人にとってはむしろ幸せである場合が多い』とはよく言ったもので、巧こう妙みように作り上げた自じ己こ欺ぎ瞞まんの鎧よろいが崩くずれる時には恐ろしい精神的苦く痛つうが伴ともなうものです。この厄やつ介かいな〈犬〉にいつ嚙かみつかれるか分からないという不安な精神状態では、創作の魔ま力りよくは奪うばわれ、筆ふでが進まなくなるのも当然の成りゆきでした。


　一度表に出てきたものを再び闇やみの淵ふちに帰すのは至し難なんの業わざです。この〈犬〉を追い出せないのなら、なんとか折り合いをつけて共きよう存ぞんするしかありません。ならば腹はらをくくってトップブリーダーを目指すのが最善の方法のようです。まずは居い心ごこ地ちのいい犬小屋を作ってやり、タールのように黒光りする身体を洗って、その下に隠された黄金の毛皮を磨みがき出してやることにしましょう──とりあえずは気長にね。


　何を言ってるんだかサッパリという人は、筋肉少女帯の『トキハナツ』を聴きいてもらえば一発です。ダメヒューマンの心に響ひびく名曲です。


　ちなみに最近の愛読書は「怪物と闘たたかう者は……（以下略）」等の名言で有名なあの本。十年前には真面目に読まなかった本を、よもや自分から求めて読むことになろうとは……しかも今このタイミングで読むと最高に面白いとは！　やはりすべてのものには出会うべき時じ機きがある、ということでしょうか。とりあえず根こん拠きよのない自信は取り戻しつつあるのでご心配なく。





　　　　☆





　濃こい話はこれくらいにして、今回のお話について少し。


　とりたてて宣言するようなことでもないのですが、この巻の冒頭のエピソードをもちまして〈召しよう喚かん教きよう師しリアルバウトハイスクール〉は第二部に突入します。


　大ボス・ゲイツの復活と、中ボスである「ヤクザの若大将」こと京きよう極ごく幻げん弥やの登場により、ファンタジーと学園ものと格かく闘とうものが無む秩ちつ序じよに混こん在ざいしているだけと思われがちだったこの物語も、その全容がおおよそ見えてきたはずです。それぞれの要よう素そをつなぐピースがやっと出で揃そろったというところでしょうか。さあ、これから中ちゆう盤ばんの山場にむけて物語もいっそうハードな展開に……とか言ったそばから海で遊んでますが（笑）。まあ、とりあえず夏休みなので海へは行っておかないとね。


　そのバカンス篇へんの舞台となっているのは神奈川県の真まな鶴づるですが、この場所に決まるまでにはけっこう時間がかかりました。煮に詰つまっている頃に一度、「海が見たい……」と茅ちヶ崎さきに取材に行ってみたものの、あまりに砂浜が広すぎるうえに街まちの雰ふん囲い気きもイメージに合わなかったので却きやつ下か、その後適てき当とうな場所がないかと探していたところ、テレビの旅番組で紹介されていたのを見て「これだ！」と思い、調べてみると海水浴のできる海岸が一カ所しかなく、漁港や原生林を擁する公園があったりして、思い描いていた舞台にピッタリでした。ただ残ざん念ねんというか申もうし訳わけないことに（梅雨の時期だったこともあり）現地に取材に行く機会がなく、主にホームページ上の観かん光こう案あん内ないを参さん考こうにして描びよう写しやしています。そのため実じつ際さいには存在しないような地ち形けいが出てくるかも知れませんが、物語の都合上ということで理解してください。だいたい大門高校周辺の地形や位置関係にしたところで（地元に住んでるのに）現実とは微び妙みように食い違っているくらいですから。


　薄うすいくせにやけに新キャラが多い今回ですが、獅し子し倉くら達たつ哉やについてはコミック版で先に登場しているのでご存じの読者も多いことでしょう。実はもともとリアルバウトの世界に存在していたのですが、小説の方では話の展てん開かい上じよう出番がなくなってしまい、コミック化に際さいしてようやく日の目を見たといういわく付きのキャラクターです。剣道部の主将で涼子にとって特別な先せん輩ぱい、という設定は変わっていません。


　ところでコミック版について補ほ足そくしておきましょう。タイトルに〈召喚教師〉の冠かんむりがないコミック版は小説の世界のおよそ半年前、静馬が大門高校に転校してくるところから始まるプレ・ストーリーとなっています。本来は〈サムライガール〉の外伝的なエピソードとして考えていたもので、涼子を主人公に据すえるアイデアや大まかなストーリープロットは原作者（いい響きだ……）が出していますが、出来上がった物を見てみると、やはりいのうえ空さんのテイストが全面に出ているようです。いのうえさんオリジナルのキャラもいるわけだし。そのうち機会があれば〈サムライガール［誕たん生じよう篇へん］〉みたいな感じで、掟おきて破やぶりの逆ぎやくノベライズに挑ちよう戦せんしてみるのも面白いかも知れませんね。


　しかし読者の中にはコミック版しか知らないという人もいるんでしょうね。そういう人が文庫版を読んだらどういう反はん応のうを示すんでしょうか？　興きよう味みあるなあ～。なにせ『太モモむっちり美少女アクション』どころか『怪力うなる鉄てつ腕わん兄あに貴きが怪獣相手に大暴れ』だし。ぜひ身近にいる友達を使って実じつ験けんしてみてほしいですね。





　　　　☆





　さてさて、それでは前回のあとがきクイズの解かい答とう篇へんといきましょうか。


　前回のクイズは「雑質礼史の作品は密かにキャラバンクシステム（[image: ]手塚治虫）を採用しています。〈龍りゆう炎えん使つかいの牙きば〉と〈リアルバウトハイスクール〉で共通のキャラクターを当てなさい」というものでしたが、マンガならまだしも文章上のことだし、ほとんど作者の思い込みなので解答を探してくれた方はだいぶ苦労されたようです。設せつ問もんの仕方がマズかったのか、問題の趣しゆ旨しそのものを誤ご解かいしていた人もいましたね。


　実のところ究きゆう極きよく的てきな正解というものはないのですが、基き準じゆんとなる正解例をグループに分けて紹介しましょう。「納なつ得とくいか～ん！」とか文句を言われても知りません。





◎正解例


［第一グループ／主人公クラス］




　ファング＝草くさ[image: ]なぎ静しず馬ま


　カミーユ・デュラン＝神かみ矢や大だい作さく


　ゴート・カムイ＝南な雲ぐも慶けい一いち郎ろう







　これが分からないことには話になりません。外見も性格も役割もほとんど同じです。





［第二グループ／ジジイトリオ］




　ムサカ＝鬼おに塚づか鉄てつ斎さい


　リュウゲン＝姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞう


　カルノブ＝毒ぶす島じま天てん堂どう







　長ちよう髪はつでガタイのいいジジイと、チビで猿さるみたいなジジイ、そしてハゲのジジイトリオ。リュウゲン＝東ひがし方がた流りゆう玄げんとの解答が多かったのですが、「謎の超人拳けん法ぽうの師し匠しようの名前はリュウゲン」の法則（なんだそりゃ!?）により名前が同じというだけで、外見も性格もまったくの別人です。





［第三グループ／サブキャラ］




　スレイド＝京きよう極ごく刹せつ羅ら


　ダンカン＝不ふ動どう秋あき嵩たか


　ラーズ＝久く遠おん七なな瀬せ







「気がついたら出てた」というタイプがこれ。トリオだったり、性せい能のう的なことを考え合わせれば妥だ当とうでしょう。





［第四グループ／本人］




　シズカ／ケーン・アキュラ／ゴート／エムガイル







　リアルバウトの世界には〈龍炎使い〉の世界をモチーフにした対たい戦せん格かく闘とうゲームが存在し、静馬や大作がゲーセンでプレイする、というシーンが都合二回出てきます。そのゲーム中にプレイヤーキャラとして登場したのがこの四人で、ある意い味みこれが本命の正解と言えるでしょう。ちなみに静馬のシズカは大作のケーンに真っ二つにされてましたが……





［第五グループ／その他］




　リョオ・ルーイ＝御み剣つるぎ涼りよう子こ


　ケーン・アキュラ＝氷ひ室むろ那な智ち


　シズカ＝姫ひめ川かわ沙さ羅ら







　別に当たらなくていいけど、当ててもらえると嬉うれしいという組み合わせ。リョーコという名前は元がん祖そハンサム系ヒロインから受うけ継つがれている由緒正しいものです。


　──以い上じよう、説せつ得とく力りよくのある順じゆんに正せい解かい例れいを挙あげてきましたが、なるほどと納なつ得とくしていただけたでしょうか。それとも……？　ともあれ、この仮か想そう俳はい優ゆう（女じよ優ゆう）を想そう定ていしてキャラクターを作るという手法は、主役級のキャラを増ふやしたり、同一作品内でキャラが似てくるのを防ふせぐ効こう果かはあるようです。他にもエムガイル→ケイン・バーネットやラーディス→藤堂鷹王みたいに、系けい統とうとして性格を受け継ぐことで（作者の頭の中で）現実の役者のように成長して出世していくというケースもあって、なかなか面白いものです。基本的には作者の密かな遊びなので、読む時にはあまりこだわらずに、魂たましいが輪りん廻ね転てん生しようしているのだと解かい釈しやくして楽しんでもらえれば幸いです。


　では今回のクイズを出題しましょう。


　僕はかなり年期の入ったゲーマーで（腕は並、頭脳は並以下）、ゲーセンではいまだに格闘ゲームの対戦台に乱入しているほどですが、コンシューマー（いわゆる家庭用）の方では恋れん愛あいシミュレーション系のゲームにもちょっとだけ手を出しております。


　そこで問題です。


〈Ｑ：この本の執しつ筆ぴつ中ちゆう、自分が某ぼう恋愛シミュレーションゲームに多た大だいな影えい響きようを受けているのでは!?……と疑うたがったシーンがありました。さて、そのゲームとは？〉


　ヒントは三つ。




　[image: ]プレイステーション用に発売されたゲーム


　[image: ]舞台は高校


　[image: ]ヒロインの声をあてている声せい優ゆうは久ひさ川かわ綾あや・岩いわ男お潤じゆん子こ・飯いい塚づか雅ま弓ゆみなど




　う～む、完璧にオタク向けのクイズですな。他にも「三匹の仔猫のネーミングの由来は？」とか「四巻で静馬が七瀬に対して仕し掛かけた奥おう義ぎの出しゆつ典てんは？」などの問題も考えたのですが、難なん度どが激げつ高こうな上に対象年齢が三十代以上という厳しい条件が付くので却下です。正解は二か月後に出る（予定の）ＥＸ─２で発表します。サクッと答えちゃってください。


　クイズはともかく、ご意見ご感想などのお便りの方も大募集しております。この本に関しては賛さん否ぴ両りよう論ろんありそうなので、いろいろと聞かせてもらいたいですね。





　　　　☆





　毎度のことながら……いや、今回はとりわけ長ったらしくなってしまったこのあとがきも、この辺でシメるとしましょう。


　新担当になった途と端たんに編集地じ獄ごくを見ることになったＨ野さん、心を鬼にして叱しつ咤た激げき励れいしてくださった初代担当のＳ山さん、そして一番しわ寄よせを食くうことになってしまったイラストのいのうえさん、その他文庫の編集や印刷に関わるすべての方々、そしてなにより気長に待っていてくれた読者の皆さんに、心からの感かん謝しやを。


　ゴメンナサイ──そしてこれからもよろしく。


　では、また。





　　平成十一年七月二十六日




雑賀　礼史





召喚教師


リアルバウトハイスクール６





雑さい賀が礼れい史じ
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